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が
ん
ば
っ
てM
A
SSE！

】

 

山
岡
印
刷
㈱

「
特
殊
紙
」を
得
意
と
す
る

 

刷
り
専
門
の
下
請
け
企
業

7

【N
ew
 Face 

がっ
ち
り
P
R
！
】

 

㈱
ア
イ
カ

A
R（
拡
張
現
実
）事
業
を
始
動
し
、

販
促
効
果
を
高
め
る
ア
プ
リ「Jfit

」を
自
社
開
発

7
2016

【
特
集
】

平
成
28
年
度
通
常
総
代
会

【
企
業
烈
伝 

1
世
紀
を
生
き
る
】

㈱
宝
文
社

一、品
質
は
宝
文
社
の
命

一、人
財
は
宝
文
社
の
宝

ホームページがリニューアルしました！

http://osaka-pia.or.jp/
大阪府印刷工業組合



1 PRI・O  2016.7

Printing of Osaka
JULY 2016

No.694
プリオ［大阪の印刷］

C O N T E N T S

観
天
望
気

 
記事・取材協力：（公社）日本印刷技術協会（JAGAT）／デザイン・制作：（有）ティーズ／校正：富士精版印刷（株）／印刷：伸光洋紙（株）

【特　集】平成28年度 通常総代会

【企業烈伝】（株）宝文社

 一、品質は宝文社の命　一、人財は宝文社の宝　

【がんばってMASSE！】山岡印刷（株）

【組織サービス委員会】支部対抗ゴルフ大会

【支部だより】
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【技術情報】（公社）日本印刷技術協会（JAGAT）
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関西営業支社 印刷用紙グループ
TEL.06-6363-7184

用紙提供：日本製紙（株）
「PRI・O」今月号の用紙は、

シルバーダイヤDRY
シルバーダイヤＤＲＹの特徴は、「乾燥性」「耐摩擦性」
「印刷再現性」が高いこと。これら３つのメリットが、
作業効率と顧客満足度を向上させる、プロに喜んで
いただける印刷用紙です。

※今号より用紙が変わりました。

です。（表紙・本文とも）
（塗工紙・104.7g/㎡  A/Y〈57.5〉）

　
「
最
近
の
天
気
予
報
、ホ
ン
マ
よ
う

当
た
る
よ
ね
ぇ
」

　

無
数
の
人
工
衛
星
や
地
上
の
セ
ン

サ
ー
と
、そ
こ
か
ら
届
く
莫
大
な
デ
ー

タ
を
分
析
す
る
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
成
せ
る
業
。大
空
の『
見
え
る

化
』が
進
ん
だ
恩
恵
を
、誰
も
が
タ
ダ

で
享
受
で
き
る
時
代
で
す
。

　
「…

ウ
ラ
ジ
オ
で
は
、北
北
西
の
風
、

風
力
7
、地
吹
雪
。気
圧
9
6
0
ミ
リ

バ
ー
ル
、気
温
マ
イ
ナ
ス
20
℃…

」

　

狭
い
テ
ン
ト
の
中
、高
校
生
の
私
は

携
帯
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
る
声
に
耳
を

澄
ま
す
。ラ
ジ
オ
用
気
象
天
気
図
用

紙
に
黒
、赤
、青
の
鉛
筆
を
走
ら
せ
、

等
圧
線
の
渦
を
描
く
。そ
の
力
作
を

参
考
に
、地
域
や
地
形
、空
の
色
や
雲

の
形
な
ど
大
気
の
気
配
を
感
じ
て
天

気
を
予
測
す
る
の
で
す
。自
ら
の
能
力

を
総
動
員
し
た
推
理
が
当
た
っ
た
時

の
誇
ら
し
さ
は
、そ
り
ゃ
格
別
で
す
。

　

今
や
、登
山
者
に
自
然
科
学
の
知

識
は
も
ち
ろ
ん
、経
験
も
感
性
も
不
要

で
す
。『
観
天
望
気
』は
死
語
と
な
り

誰
も
空
を
見
ず
、雲
の
名
前
も
知
り

ま
せ
ん
。山
の
奥
深
く
で
さ
え
ス
マ
ホ

を
シ
ュッ
シ
ュ
と
す
る
だ
け
で
自
分
の

居
る
場
所
が
宇
宙
か
ら
特
定
さ
れ
、

未
来
の
天
気
が
時
間
単
位
で
表
示
さ

れ
る
の
で
す
か
ら
。い
つ
し
か
登
山
は

ス
ポ
ー
ツ
と
な
り
、地
図
す
ら
持
た
な

い
彼
ら
に
と
っ
て
一
番
大
切
な
仕
事

は
、ス
マ
ホ
の
電
源
管
理
と
ネ
ッ
ト
環

境
の
確
認
に
な
って
し
ま
い
ま
し
た
。

　

人
間
が
生
き
も
の
と
し
て
本
来
備

わって
い
た
は
ず
の
野
生
の
勘
は
、Ｉ
Ｔ

技
術
の
進
歩
と
反
比
例
し
て
失
わ
れ

ま
す
。そ
れ
は
、「
空
気
を
読
む
」「
肌

で
感
じ
る
」「
勘
が
働
く
」と
か
、「
昔

か
ら
の
言
い
伝
え
に
耳
を
傾
け
る
」と

い
う
神
秘
的
で
抽
象
的
で
、非
科
学

的
な
力
。

　
で
も
ね
、人
が
生
き
て
い
く
う
え
で

一
番
大
切
な
も
の
っ
て
、相
変
わ
ら
ず

そ
う
し
た
力
だ
と
、私
は
思
う
ん
で

す
。特
に
、人
の
上
に
立
つ
人
に
は
。

大
阪
府
印
刷
工
業
組
合

副
理
事
長 

東
條 

秀
樹
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特集

　

大
阪
府
印
刷
工
業
組
合
の
平
成
28

年
度
通
常
総
代
会
が
５
月
2０
日（
金
）

午
後
１
時
３０
分
か
ら
、都
島
区
の
太
閤

園「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ホ
ー
ル
」で
71
名
の
総

代・理
事
が
参
加
し
て
開
か
れ
、平
成

27
年
度
事
業
報
告・決
算
報
告
、平
成

28
年
度
事
業
計
画
案・収
支
予
算
案

が
審
議・承
認
さ
れ
た
。

　

午
後
１
時
３０
分
に
平
塚
事
務
局
課

長
の
司
会
で
開
会
し
、総
代
定
数
54
名

中
、本
人
出
席
12
名
、委
任
状
に
よ
る

書
面
出
席
25
名
、計
37
名
の
出
席
で

過
半
数
に
達
し
て
お
り
適
法
に
成
立

す
る
と
報
告
さ
れ
た
。

　

最
初
に
吉
田
忠
次
理
事
長
か
ら
挨

拶
が
あ
り
、次
い
で
議
長
の
選
任
に
移

り
、「
司
会
者
一
任
」の
声
に
よ
り
西
和

支
部
総
代
の
河
村
禧
郎
氏（
新
興
印

刷
㈱
社
長
）が
議
長
に
就
任
し
て
議
事

進
行
を
行
っ
た
。

【
議
案
】

▽
第
1
号
議
案
／
平
成
27
年
度
事
業

　
報
告・決
算
報
告
お
よ
び
剰
余
金

　
処
分（
案
）並
び
に
共
助
会
収
支
決

　
算
承
認
の
件

▽
第
2
号
議
案
／
平
成
28
年
度
事
業

　
計
画（
案
）お
よ
び
収
支
予
算（
案
）

　
並
び
に
経
費
の
賦
課
徴
収
方
法
承

　
認
の
件

▽
第
3
号
議
案
／
定
款
一
部
変
更
承
認

　
の
件

▽
第
4
号
議
案
／
委
員
会
規
約
一
部
変

　
更
承
認
の
件

▽
第
5
号
議
案
／
平
成
28
年・29
年
度

　
理
事・監
事
選
任
の
件

　
議
長
が
第
１
号
〜
第
５
号
議
案
に

対
す
る
意
見
の
有
無・賛
否
を
そ
れ
ぞ

れ
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、全
員
異
議
な
く

原
案
通
り
承
認
可
決
さ
れ
た
。ま
た
、

退
任
役
員
５
名
に
対
し
て
吉
田
理
事

長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、会
場
を「
ア
メ
ジ
ス
ト
ル
ー

ム
」に
移
し
て
平
成
２８
年
度・２9
年
度

の
新
理
事
に
よ
る
臨
時
理
事
会
が
開

か
れ
た
。平
塚
課
長
が
理
事
定
数
59

中
本
人
出
席
37
名
で
適
法
で
成
立
し

て
い
る
こ
と
を
報
告
し
、理
事
長
推
薦

委
員
会
の
座
長
で
あ
る
生
栄
支
部
の

高
橋
支
部
長
を
議
長
に
選
出
、議
事

が
進
行
さ
れ
た
。

　

第
１
号
議
案
／
理
事
長
選
任
の
件

は
、理
事
長
推
薦
委
員
会
よ
り
作
道

孝
行
氏（
新
理
事
長
）を
推
薦
す
る
と

報
告
し
全
員
異
議
な
く
承
認
し
、高

橋
議
長
が「
議
長
の
責
を
解
か
せ
て
い

た
だ
く
」と
述
べ
た
。次
い
で
、作
道
新

理
事
長
が
議
長
と
な
り
、第
２
号
議
案

／
副
理
事
長・専
務
理
事・常
務
理
事

の
選
任
の
件
、第
３
号
議
案
／
顧
問・相

談
役・参
与
委
嘱
者
承
認
の
件
も
原

案
通
り
承
認
し
、臨
時
理
事
会
を
閉

会
。総
代
会
の
会
場
に
戻
り
以
上
を
報

告
し
総
代
会
の
す
べ
て
の
議
事
を
終

え
、新
副
理
事
長・専
務
理
事・常
務
理

事
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、午
後
３
時
１０
分

に
通
常
総
代
会
が
終
了
し
た
。

　

午
後
４
時
か
ら
は
講
演
会
が
開
か

れ
、学
校
法
人
奈
良
大
学
学
長
千
田

嘉
博
氏
を
講
師
に
迎
え
て「
真
田
信
繁

は
な
ぜ
、激
動
の
乱
世
を
生
き
ぬ
け
た

の
か
〜
真
田
信
繁
の
真
田
丸
か
ら
考
え

る
〜
」の
テ
ー
マ
で
約
１
時
間
の
講
演

を
聴
い
た
。

【
講
演
会
】

学
校
法
人
奈
良
大
学

学
長  

千
田 

嘉
博
氏

　

1
9
6
3
年
愛
知
県
豊
田
市
生
ま

れ
。1
9
8
6
年
奈
良
大
学
文
学
部 

文

化
財
学
科
卒
業
。1
9
9
5
年
イ
ギ
リ

ス・ヨ
ー
ク
大
学
、ド
イ
ツ・ド
イ
ツ
考
古

学
研
究
所
に
留
学
。博
士（
文
学
）大
阪

大
学
、名
古
屋
市
見
晴
台
考
古
資
料
館・

学
芸
員
、国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
助
手・

助
教
授
を
経
て
、2
0
0
5
年
か
ら
奈

良
大
学
に
着
任
。2
0
1
4
年
４
月
か

ら
奈
良
大
学
学
長
。城
郭
考
古
学
者
。

　

著
書
に『
織
豊
系
城
郭
の
形
成
』東

京
大
学
出
版
会
、『
信
長
の
城
』岩
波
新

書
な
ど
多
数
あ
る
。

　

引
き
続
き
、同
会
場
に
て
午
後
５
時

３０
分
か
ら
永
年
勤
続
優
良
従
業
員
と

し
て
今
年
度
は
1０
年
23
名
、2０
年
8

名
、３0
年
8
名
、計
３9
名
が
表
彰
さ
れ

た
。午
後
６
時
に
浦
久
保
副
理
事
長
の

挨
拶
で
終
了
し
た
。

　

午
後
６
時
1０
分
か
ら
は
情
報
交
換

会
が
開
か
れ
、作
道
理
事
長
か
ら
挨
拶

が
あ
り
、松
井
大
阪
府
知
事
ら
の
祝

電・メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
た
後
、北

川
イ
ッ
セ
イ
参
議
院
議
員
、濱
崎
浩
近

畿
経
済
産
業
局
産
業
部
サ
ー
ビ
ス
室

長
ら
の
来
賓
代
表
と
作
道
理
事
長
ら

主
催
者
が
壇
上
に
上
が
り
北
川
議
員

の
発
声
で
乾
杯
し
て
開
演
。和
や
か
な

雰
囲
気
の
も
と
で
懇
親
を
深
め
、午
後

７
時
45
分
、東
條
秀
樹
副
理
事
長
の

中
締
め
の
挨
拶
で
お
開
き
と
なっ
た
。

（
報
告
／
事
務
局
）

平
成
28
年
度
通
常
総
代
会

支
部
功
労
者
表
彰
並
び
に
永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰
式
を
開
催

５
月
20
日
、太
閤
園「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ホ
ー
ル
」で
開
催

総 代 会

講演会

支部功労者 退任役員 新旧理事長 河村議長優良従業員北川イッセイ先生

総代会懇親会
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大
川
に
ま
つ
わ
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
　
そ
の
①

　
戦
後
の
こ
と
、父
勲
は
橋

の
下
を
流
さ
れ
て
い
る
人
を

助
け
よ
う
と
天
満
橋
の
欄
干

か
ら
飛
び
こ
ん
で
無
事
救
助
。

ま
た
松
坂
屋
デ
パ
ー
ト
で
の

火
災
時
は
煙
の
中
か
ら
婦
人

を
救
助
し
て
消
防
署
か
ら
表

彰
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。

宝
文
社
、大
川
に
産
声
あ
げ
る

　
明
治
32
年「
な
に
わ
橋
北
詰
」と

い
う
、淀
川
の
流
れ
を
五
感
で
感

じ
る
こ
と
の
で
き
る
場
所
に
初
代

社
長
田
中
竹
次
郎
が
宝
文
社
の
母

体
と
な
る
田
中
竹
商
店
を
創
業
し

ま
し
た
。こ
の
年
は
、鳥
井
信
治
郎

が
サ
ン
ト
リ
ー
を
興
し
た
年
で
も

あ
り
、大
阪
に
活
気
あ
る
時
代
の

空
気
が
満
ち
て
お
り
ま
し
た
。天

神
さ
ん
や
天
満
市
場
の
あ
る
界
隈

の
こ
と
、乾
物
商
の
袋
物
印
刷
な

ど
随
分
お
世
話
に
な
っ
た
よ
う
で

す
。そ
こ
か
ら
時
代
進
取
の
心
意

気
で
活
字
組
版
、活
版
印
刷
、オ
フ

セ
ッ
ト
印
刷
を
手
が
け
る
よ
う
に

な
る
ま
で
に
そ
ん
な
に
時
間
は
か

か
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

大
川
の
流
れ
に
育
て
ら
れ

　
戦
前
戦
後
の
大
変
な
時
期
を
乗

り
越
え
世
の
中
が
復
興
へ
向
か
う

ま
さ
に
そ
の
時
で
す
。現
在
の
本

社
所
在
地
へ
移
り
、本
格
的
に
社

業
を
成
長
さ
せ
て
い
く
の
を
陣
頭

指
揮
し
た
の
が
二
代
目
社
長
田
中

光
太
朗
で
ご
ざ
い
ま
す
。湿
式
写

真
製
版
を
取
り
入
れ
た
の
も
、戦

後
す
ぐ
の
こ
と
。時
代
の
流
れ
が

激
し
く
移
り
変
わ
る
よ
う
に
、印

刷
技
術
も
目
ま
ぐ
る
し
く
進
歩
し

て
お
り
ま
し
た
。そ
の
頃
、原
色
図

鑑
や
カ
ラ
ー
ブ
ッ
ク
ス
と
い
っ
た

高
い
写
真
再
現
性
が
求
め
ら
れ
た

出
版
社
の
製
版
、印
刷
を
請
け
負

う
こ
と
で
、そ
の
技
術
を
磨
い
て

い
っ
た
の
で
す
。そ
ん
な
中
会
社

に
隣
接
し
て
建
て
ら
れ
た
自
宅
で
、

株式会社 宝文社
代表取締役　田中啓一朗

一、品質は宝文社の命
一、人財は宝文社の宝

エ
ポ
ッ
ク
メ
イ
キ
ン
グ
な
時
代
と

い
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。色
彩
写
真
・
図
鑑
等
の

製
版
は
湿
式
方
式
か
ら
コ
ダ
ッ
ク

マ
ス
キ
ン
グ
法
へ
の
移
行
期
で
あ

り
ま
し
た
。そ
の
あ
と
電
子
写
真

製
版
、ダ
イ
レ
ク
ト
網
掛
け
・
電
子

網
掛
け
と
進
み
ま
す
。マ
ッ
キ
ン

ト
ッ
シ
ュ
等
の
画
像
処
理
へ
と
変

革
し
て
い
く
時
代
の
流
れ
で
す
。

　
こ
の
時
代
を
大
き
く
支
え
た

の
は
、千
葉
大
学
で
印
刷
学
を
聴

講
し
た
五
代
目
社
長
の
田
中
康

正
で
、特
に
写
真
製
版
の
技
術
は

常
に
他
に
先
ん
じ
、製
版
シ
ス
テ

ム
、C
T
P
へ
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

率
先
垂
範
。現
在
は
相
談
役
。

　
弊
社
は
小
企
業
な
が
ら
、こ
の

よ
う
な
時
代
の
流
れ
に
い
ち
早
く

対
応
し
、次
代
の
求
め
る
製
版
・
刷

版
・
印
刷
設
備
へ
の
投
資
と
そ
の
技

術
の
習
得
に
励
む
こ
と
で
大
手
に

負
け
な
い
信
頼
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
の
だ
と
信
じ
て
止
み
ま
せ
ん
。

創業時（明治32年）の大阪、天満界隈

現在の本社

創業の地
（樋之上町）

創業者　田中 竹次郎

昭和 8年の宣伝チラシ

昭和30年頃　現在の社屋前にて

三
代
目
社
長
と
な
る
光
太
朗
の
長

男
勲
と
そ
の
息
子
で
あ
る
私
は
育

ち
ま
し
た
。ま
さ
に
印
刷
機
の
回

る
音
、イ
ン
ク
や
大
量
に
積
ま
れ

た
紙
の
に
お
い
が
暮
ら
し
の
真
ん

中
に
あ
っ
た
の
で
す
。

時
代
と
と
も
に

　
今
日
本
は
二
度
目
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
て
準
備
が

進
ん
で
お
り
ま
す
が
、昭
和
39
年

に
開
か
れ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
頃
は
、印
刷
業
界
に
お
い
て
も

出典：紙久図や  京極堂 「改正 大阪市明良新地図　東新太郎  明治三十二年（1899）」

社　是

シリーズ【5】
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平
成
11
年
８
月
、
都
ホ
テ
ル
大

阪
に
て
、１
０
０
周
年
記
念
祝
賀

会
を
執
り
行
い
ま
し
た
。田
中
潔

社
長
を
は
じ
め
45
名
の
社
員
に
取

引
先
の
皆
さ
ま
、株
主
も
参
加
し

て
１
０
０
名
を
超
す
盛
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
時
、組
織
も
来
る
21
世
紀
に

向
け
て
大
き
く
変
化
さ
せ
た
の
で

す
。女
性
の
持
つ
セ
ン
ス
や
能
力
に

着
目
し
て
い
た
潔
社
長
は
、企
画
開

発
課
10
名
の
う
ち
９
名
を
女
子
社

員
で
構
成
。販
促
品
開
発
や
文
具
雑

貨
輸
入
な
ど
変
化
著
し
い
新
分
野

の
業
務
を
彼
女
た
ち
と
そ
の
指
揮

に
当
た
っ
た
潔
の
妻
で
あ
る
栄
子

部
長
が
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。そ
し

て
社
名
も「
株
式
会
社  

宝
文
社
」

に
改
称
。印
刷
業
の
中
に
サ
ー
ビ
ス

と
い
う
概
念
を
組
み
込
み
、自
分
た

ち
が
情
報
・
文
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
担
い
手
で
あ
る
こ
と
を

大
き
く
意
識
す
る
こ
と
で
業
務
の

質
的
向
上
を
図
っ
た
の
で
す
。

ク
は
抜
群
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。試
合
で
は
、機
械
場
の
ス

タ
ッ
フ
も
外
回
り
営
業
の
ス
タ
ッ

フ
も
い
つ
も
以
上
に
息
の
合
っ
た

プ
レ
イ
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。こ

う
し
て
休
日
を
太
陽
の
下
で
皆
と

一
緒
に
汗
を
流
し
、夢
中
で
す
ご

す
の
も
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
す
。

信
頼
を
築
く
場
所
で
あ
り
た
い

　

時
代
の
変
化
に
対
応
で
き
る
柔

軟
な
思
考
と
積
極
的
な
取
組
み
。

創
業
者
に
始
ま
り
、そ
の
心
意
気

が
脈
々
と
血
縁
あ
る
親
族
に
、そ

し
て
社
業
を
支
え
る
社
員
に
も
受

け
継
が
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。経
営
を
担
う
人
間
だ
け
で
な

く
、印
刷
の
現
場
を
取
り
仕
切
る

社
員
た
ち
の
意
識
も
高
く
保
た
れ

て
お
り
、結
束
力
あ
る
組
織
で
あ

る
と
自
認
し
て
お
り
ま
す
。

　

実
は
社
外
の
監
査
役
を
依
頼
し

て
い
る
方
と
も
互
い
に
三
世
代
に

亘
る
良
好
な
関
係
が
築
か
れ
て
お

り
、契
約
更
新
の
都
度
に
感
謝
の

気
持
ち
が
湧
い
て
く
る
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。

草
野
球
、さ
れ
ど
一
丸

　

社
業
と
と
も
に
熱
心
だ
っ
た
の

が
草
野
球
で
す
。そ
こ
は
印
刷
会

社
の
こ
と
、野
球
の
チ
ー
ム
を
組

む
に
は
十
分
な
社
員
が
お
り
ま
す
。

こ
こ
に
当
時
の
写
真
が
あ
り
ま
す

が
、後
列
左
か
ら
三
番
目
に
立
っ

て
い
る
の
が
四
代
目
社
長
の
田
中

潔
で
す
。宝
文
社
の
野
球
チ
ー
ム

は
、決
し
て
強
い
チ
ー
ム
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、そ
の
チ
ー
ム
ワ
ー

2 代目　田中 光太朗

昔の野球チーム

現在の野球チーム

100周年記念にて（右から3代目 田中勲 、
4代目 田中潔、5代目 田中康正）

女性が活躍する現場

フ
ァ
ミ
リ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

　

こ
う
し
て
弊
社
を
振
り
返
る
機

会
を
い
た
だ
き
、改
め
て
思
い
を

新
た
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

後
述
の
年
表
に
記
載
し
て
お
り
ま

す
よ
う
に
、宝
文
社
は
田
中
竹
次

郎
に
は
じ
ま
り
、現
在
六
代
目
を

私
が
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。一
族
で
維
持
拡
大
し
て

求
め
ら
れ
て
、応
え
る
力
を

　
「
こ
ん
な
ん
で
き
る
か
？
」よ
く

お
得
意
先
に
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。声
が
け
を
い
た
だ
け
る

と
い
う
こ
と
は
、期
待
が
あ
る
と

い
う
こ
と
。そ
の
期
待
に
応
え
る

こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
す
。時
代

が
平
成
に
変
わ
る
頃
、セ
ー
ル
ス

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
領
域
で
大
き
な

動
き
が
あ
り
ま
し
た
。文
具
を
中

心
に
雑
貨
を
自
社
開
発
す
る
こ
と

に
着
手
し
た
の
で
す
。

　

言
葉
が
満
足
に
通
じ
ず
、商
慣

習
も
ま
っ
た
く
ち
が
う
外
国
の
ス

タ
ッ
フ
と
の
折
衝
は
大
変
で
し
た

が
、企
画
開
発
課 

次
長
が
海
外
生

産
を
指
揮
、担
当
し
て
く
れ
ま
し
た
。

商
品
企
画
と
い
う
視
点
を
も
つ
こ

と
が
、従
来
の
印
刷
業
へ
刺
激
を
与

え
、戦
略
的
に
展
開
す
る
こ
と
に
自

信
を
与
え
て
く
れ
た
の
で
す
。失
敗

の
数
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
を
恐
れ
ず
に
一
歩
前
に
進
む

勇
気
が
ど
れ
だ
け
大
切
か
身
を

も
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

１
０
０
周
年
。

株
式
会
社  

宝
文
社
へ

大
川
に
ま
つ
わ
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
　
そ
の
②

　

会
社
の
そ
ば
で
自
由
に
遊

ん
で
い
た
子
ど
も
の
頃
の
私

は
、機
械
場
で
出
た
洗
い
油
の

一
斗
缶
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た

ボ
ー
ト
を
つ
く
り
、友
達
と
一

緒
に
、ト
ム
ソ
ー
ヤ
よ
ろ
し
く

中
之
島
公
園
か
ら
川
下
り
の

冒
険
の
旅
に
。数
秒
で
沈
没
し

た
苦
い
思
い
出
で
す
。

大
川
に
ま
つ
わ
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
　
そ
の
③

　

20
年
ほ
ど
前
の
こ
と
。営
業

社
員
が
天
神
橋
を
自
転
車
で

渡
っ
て
い
る
際
、カ
ゴ
に
入
れ

て
い
た
原
稿
入
れ
を
突
風
に

飛
ば
さ
れ
、川
の
中
に
落
と
し

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。厳
寒
の

２
月
の
こ
と
で
す
。そ
の
時
彼

は
原
稿
入
れ
を
探
し
に
川
岸

か
ら
飛
び
込
ん
だ
も
の
の
、寒

さ
で
遭
難
し
か
け
ま
し
た
。彼

は
今
で
も
営
業
の
第
一
線
で

活
躍
し
て
い
ま
す
。
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大
川
の
豊
か
な
流
れ
は
今
日
も

絶
え
る
こ
と
な
く
、春
に
は
満
開

の
桜
が
咲
き
誇
り
、そ
の
生
命
力

を
輝
か
せ
て
く
れ
ま
す
。弊
社
も

こ
の
川
の
ほ
と
り
で
そ
の
名
を
響

か
せ
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。

穏
や
か
な
風
に
恵
ま
れ
そ
う
に
あ

り
ま
せ
ん
が
、ど
ん
な
時
も
備
え

を
怠
ら
ず
、機
会
が
あ
れ
ば
い
つ

で
も
果
敢
に
挑
戦
す
る
。そ
ん
な

気
概
を
も
ち
、移
り
変
わ
る
時
代

に
応
じ
て
持
続
可
能
な
組
織
で
あ

り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
い
た
だ
い
た
人
の

縁
を
大
切
に
す
る
こ
と
に
こ
そ
、

世
紀
を
越
え
て
成
長
で
き
る
フ
ァ

ミ
リ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
発
展
の
ヒ
ン
ト

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

明
治
32
年

● 

宝
文
社
の
歩
み

創
業
者
田
中
竹
次
郎　

田
中
竹
商
店
を
創
業（
北
区
樋
之
上
町
72
）

紙
製
品
の
製
造
販
売
を
開
始

昭
和
17
年

田
中
光
太
朗　

代
表
取
締
役
に
就
任

昭
和
22
年

現
住
所
に
移
転
し
宝
文
社
印
刷
株
式
会
社
を
設
立

昭
和
47
年

ロ
ー
ラ
ン
ド　

菊
全
４
色
刷
自
動
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
機

昭
和
52
年

田
中
勲　

代
表
取
締
役
に
就
任

昭
和
61
年

大
日
本
ス
ク
リ
ー
ン　

平
型
全
自
動
式
殖
版
機

平
成
元
年

三
菱　

菊
全
４
色
刷
自
動
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
機

平
成
２
年

田
中
潔　

代
表
取
締
役
に
就
任

㈱
ア
ー
ト
・
ジ
ー
・
ク
ラ
フ
ト
及
び
㈱
コ
ス
モ
ク
リ
エ
イ
ト
の
２
社
設
立

電
子
色
分
解
機

平
成
８
年

フ
ォ
ー
ム
輪
転
印
刷
機

平
成
９
年

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ　

菊
全
４
色
刷
自
動
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
機

平
成
11
年

創
業
１
０
０
周
年
を
迎
え
、１
０
０
周
年
記
念
式
典
を
開
催

社
名
を
株
式
会
社  

宝
文
社
に
改
称

平
成
13
年

田
中
康
正　

代
表
取
締
役
に
就
任

平
成
12
年

本
社
に
流
通
セ
ン
タ
ー
を
増
築

平
成
17
年

小
森　

菊
全
４
色
刷
自
動
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
機

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク
取
得

平
成
20
年

田
中
啓
一
朗　

代
表
取
締
役
に
就
任

平
成
27
年

オ
ン
デ
マ
ン
ド
デ
ジ
タ
ル
印
刷
機
を
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ

平
成
５
年

レ
ナ
ト
ス　

製
版
統
合
シ
ス
テ
ム

パ
ル
ツ
ェ
ン
製
袋
機

6 代目　田中啓一朗

流通センター屋上より北浜をバックに

この小さな額のゴリラが
私を叱咤してくれています

■企業データ
社　　名：株式会社宝文社
本社所在地：〒530-0043
　　　　　大阪市北区天満4丁目2-3
　　　　　電話 06-6352-0456
　　　　　FAX 06-6352-0458
創　　業：明治32年（1899）7月
代 表 者：代表取締役　田中啓一朗

き
た
こ
の
歴
史
を
さ
ら
に
次
代
に

繋
い
で
い
く
こ
と
が
と
て
も
重
要

な
課
題
で
す
。多
く
の
企
業
が
後

継
者
問
題
に
頭
を
抱
え
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
が
、宝
文
社
は
そ

の
悩
み
と
は
無
縁
で
す
。私
の
従

兄
弟
が
す
で
に
右
腕
と
な
り
、新

商
材
の
開
発
、市
場
調
査
に
よ
る

分
析
で
商
品
の
方
向
性
を
出
す
な

ど
そ
の
力
を
発
揮
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。そ
ん
な
彼
を
支
え
る
若
い

人
財
も
た
く
さ
ん
集
ま
り
、柔
軟

で
大
胆
な
発
想
を
す
る
組
織
が
育

ち
つ
つ
あ
る
か
ら
で
す
。

　

年
々
厳
し
く
な
る
経
済
情
勢
の

中
、１
２
０
周
年
そ
し
て
１
３
０
周

年
へ
と
、失
敗
を
恐
れ
ず
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
宝
文
社
の
若
い
感
性

が
き
っ
と
道
を
切
り
開
い
て
く
れ

る
も
の
と
信
じ
て
い
る
の
で
す
。

１
２
０
年
、そ
の
先
へ

　

さ
て
、こ
れ
か
ら
日
本
は
ど
こ

へ
向
か
う
の
で
し
ょ
う
か
。い
ま

だ
背
中
を
押
し
て
く
れ
る
よ
う
な
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「特殊紙」を得意とする刷り専門の下請け企業
タック紙・ユポ紙・薄紙・厚紙など

43発目

代表取締役社長　山岡 祐一氏
山岡印刷株式会社

　
「
刷
り
専
門
の
印
刷
会
社
」と
し

て
、同
業
の
印
刷
会
社
か
ら
の
下
請

け
に
徹
し
な
が
ら
信
頼
と
実
績
を
積

ん
で
き
た
山
岡
印
刷
㈱（
本
社
／
大

阪
市
北
区
天
満
３-

10-

17
、山
岡
祐

一
社
長
）。そ
ん
な
同
社
も
印
刷
通
販

や
デ
ジ
タ
ル
化
の
影
響
に
よ
る
下
請

け
仕
事
の
減
少
に
と
も
な
い
、Ｉ
Ｔ
会

社
で
長
年
に
わ
た
り
営
業
の
仕
事
を

し
て
き
た
山
岡
社
長
が
家
業
に
戻
っ

て
き
た
約
９
年
前
よ
り
、エ
ン
ド
ユ
ー

ザ
ー
へ
の
営
業
活
動
を
開
始
。現
在

は
売
上
の
３
割
弱
を
エ
ン
ド
ユ
ー

ザ
ー
か
ら
の
直
受
注
と
な
る
ま
で
に

増
や
し
て
い
る
が
、「
刷
り
専
門
の
下

請
け
の
方
が
利
益
率
は
圧
倒
的
に
高

い
。こ
の
た
め
、改
め
て
印
刷
業
界
に
、

当
社
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
で
あ
る
タ
ッ

ク
紙・ユ
ポ
紙・薄
紙・厚
紙
、特
色
、ま

た
、昨
今
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
で
増

加
傾
向
に
あ
る『
和
紙
』への
印
刷
も

得
意
な
下
請
け
会
社
で
あ
る
こ
と
を

周
知
し
て
い
き
た
い
」と
山
岡
社
長

は
話
し
て
お
り
、利
益
率
の
高
い
特

殊
紙
印
刷
の
下
請
け
に
よ
り
、厳
し

い
経
営
環
境
を
勝
ち
残
っ
て
い
く
考

え
を
示
し
て
い
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
影
響
で

増
加
傾
向
に
あ
る「
和
紙
」へ
の

印
刷
も
得
意

　
「
頼
ま
れ
た
仕
事
は
絶
対
に
断
ら

な
い
。他
社
が
避
け
た
が
る
仕
事
を

要
求
さ
れ
た
品
質
で
納
期
内
に
行

う
。当
社
の
売
り
は
、そ
の
中
で
生
ま

れ
た『
信
用
』以
外
に
な
く
、そ
れ
以

外
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
」。

　

山
岡
社
長
は
昭
和
27
年
か
ら
長

年
に
わ
た
り
築
き
上
げ
て
き
た
自
社

の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
こ
の

よ
う
に
語
る
。同
社
で
は
こ
れ
ま
で
、

不
可
能
と
も
思
え
る
仕
事
も
知
恵

と
工
夫
で
解
決
す
る
こ
と
で
顧
客
で

あ
る
印
刷
会
社
か
ら
の
信
頼
を
勝
ち

取
り
、受
注
拡
大
に
つ
な
げ
て
き
た
。

そ
し
て
他
社
が
敬
遠
す
る
仕
事
を
積

極
的
に
受
注
し
て
き
た
結
果
、現
在

は
売
上
の
35
％
を
タ
ッ
ク
紙
や
ユ
ポ

紙
、薄
紙
や
厚
紙
な
ど

特
殊
紙
の
受
注
で
占
め

て
い
る
。

　
「
た
し
か
に
下
請
け

の
仕
事
は
減
少
し
て
い

る
が
、当
社
で
は
価
格

競
争
に
よ
り
受
注
を
確

保
す
る
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。他
社
が
敬
遠

す
る
仕
事
と
い
う
の
は
、

見
方
を
変
え
れ
ば
そ
れ

だ
け
競
争
が
少
な
く
利

益
も
取
れ
る
と
い
う
こ

と
。当
社
で
は
、そ
こ
に

メ
リ
ッ
ト
を
見
出
し
て
い

る
。特
殊
紙
や
リ
ス
ク
の

高
い
仕
事
は
、当
社
に

とって
は
む
し
ろ
大
歓
迎

な
仕
事
で
あ
る
」（
山
岡

社
長
）。

　

そ
の
よ
う
な
中
、同

社
が
現
在
、印
刷
業
界

に
向
け
て
改
め
て
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
る
の
が

「
和
紙
」へ
の
印
刷
で
あ

る
。山
岡
社
長
は「
昨

今
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

影
響
に
よ
り
、和
紙
を

使
用
し
た
メ
モ
帳
や
小

物
入
れ
な
ど
の
印
刷
物
が
増
え
て
い

る
傾
向
に
あ
る
。ク
ラ
イ
ア
ン
ト
か
ら

和
紙
印
刷
の
需
要
が
あ
っ
た
場
合

は
、ぜ
ひ
当
社
に
ご
相
談
し
て
い
た
だ

き
た
い
」と
呼
び
掛
け
て
お
り
、印
刷

業
界
へ
の
さ
ら
な
る
周
知
に
努
力
し

て
い
く
。

ベ
テ
ラ
ン
の
職
人
が
社
内
で

調
肉
。色
目
の
厳
し
い
も
の
の

色
合
わ
せ
も

　

創
業
60
年
以
上
の
歴
史
を
誇
る

同
社
に
は
、こ
の
道
40
年
以
上
の
キ
ャ

リ
ア
を
持
つ
ベ
テ
ラ
ン
職
人
に
よ
り
特

色
の
色
合
わ
せ
が
行
わ
れ
て
い
る
。先

代
の
山
岡
元
修
会
長
で
あ
る
。こ
の

山
岡
会
長
の
技
術
に
よ
り
、同
社
で

は
特
色
の
色
合
わ
せ
や
、色
目
の
厳

し
い
印
刷
に
も
対
応
が
可
能
に
な
っ

て
お
り
、顧
客
か
ら
の
高
い
信
頼
を

獲
得
し
て
い
る
。

　
「
当
社
で
は
、一
般
的
な
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
で
は
困
難
な
、『
職
人
』で
な
い
と

で
き
な
い
仕
事
も
数
多
く
受
注
し
て

い
る
。例
え
ば
、最
近
で
は
ヘア
カ
ラ
ー

剤
の
パッ
ケ
ー
ジ
印
刷
を
受
注
し
た
。

染
め
る
髪
色
が
少
し
ず
つ
明
る
く

なって
い
る
の
で
、こ
ち
ら
に
合
わ
す
と

あ
ち
ら
が
合
わ
な
い
と
いっ
た
具
合
で

色
合
わ
せ
が
非
常
に
難
し
い
印
刷
で

あ
る
が
、当
社
で
は
問
題
な
く
印
刷

す
る
こ
と
が
で
き
た
」（
山
岡
社
長
）。

　

ま
た
、同
社
で
は
調
肉
も
社
内
で

行
って
い
る
た
め
、特
色
の
受
注
が
多

い
同
社
に
と
って
は
イ
ン
キ
メ
ー
カ
ー

に
発
注
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、納

期
短
縮
と
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
い
う
。

ネ
ッ
ト
事
業
部
門「e-l@

b

」で

顧
客
に
付
加
価
値
を
提
供

　

同
社
は
２
０
１
１
年
11
月
、紙
メ

デ
ィ
ア
へ
の
印
刷
だ
け
で
な
く
、プ
ラ

スα
の
顧
客
サ
ポ
ー
ト
を
図
る
た
め
、

ネ
ッ
ト
事
業
部
門「e-l@

b

」を
設
立

し
た
。同
部
門
で
は
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

や
ネ
ッ
ト
シ
ョッ
プ
と
いっ
た
ネ
ッ
ト
事

業
の
提
案・企
画
か
ら
制
作・運
営
ま

で
を
幅
広
く
サ
ポ
ー
ト
。ま
た
、電
子

ブ
ッ
ク
制
作
や
各
種
印
刷
物
の
デ
ザ

イ
ン・デ
ー
タ
作
成
か
ら
印
刷・加
工
、

各
種
看
板
の
制
作
や
施
工
ま
で
を
請

け
負
って
い
る
。

　
「
現
段
階
で
は
、あ
く
ま
で
も
既
存

顧
客
の
付
加
価
値
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
、冊
子
な
ど
の
電
子
書
籍
化
を
は

じ
め
、４
〜
６
ペ
ー
ジ
程
度
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
制
作
な
ど
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
」（
山
岡
社
長
）。

ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を

周
知
し
な
が
ら
下
請
け
＋
直
販
の

両
輪
で
展
開

　

山
岡
社
長
は
今
後
の
展
開
と
し

て
、「
顧
客
で
あ
る
印
刷
会
社
か
ら
信

頼
さ
れ
る
下
請
け
企
業
と
し
て
、現

在
の
ポ
ジ
シ
ョン
を
確
保
し
て
い
き
た

い
。そ
し
て
、当
社
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ

で
あ
る
タ
ッ
ク
紙
や
ユ
ポ
紙
、厚
紙
、

薄
紙
、和
紙
な
ど
、他
社
が
敬
遠
し
が

ち
な
仕
事
に
も
積
極
的
な
下
請
け
専

門
企
業
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
周
知

し
て
い
き
た
い
」と
話
し
て
お
り
、Ｉ

Ｔ
会
社
の
営
業
マ
ン
時
代
に
築
い
た

人
脈
な
ど
を
通
じ
て
直
販
営
業
も
行

う
が
、あ
く
ま
で
も
印
刷
会
社
の
下

請
け
を
メ
イ
ン
と
し
て
い
く
方
針
を

示
す
。

　
「
組
合
な
ど
で
も
、当
社
の
得
意

分
野
を
知
ら
な
い
会
社
は
ま
だ
ま
だ

多
い
。特
殊
紙
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と

同
時
に
、さ
ら
な
る
付
加
価
値
を
追

求
し
、新
時
代
対
応
の
下
請
け
専
門

企
業
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」（
山
岡

社
長
）。

（
取
材
／
印
刷
時
報
㈱
）

 山岡祐一 代表取締役社長

「和紙」への印刷も得意分野としている調肉も自社で行っている

大阪市北区の社屋外観技術力に自信を持つ工場内

〈
44
発
目
は
太
平
段
ボ
ー
ル
工
業
㈱
さ
ん
で
す
〉
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5
月
26
日（
木
）、組
合
員
の
交
流

お
よ
び
活
性
化
を
目
的
と
し
た
大

阪
府
印
刷
工
業
組
合
支
部
対
抗
ゴ

ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今

年
で
23
回
目
を
迎
え
る
本
大
会
は
、

㈱
ケ
ー
エ
ス
ア
イ
南
会
長
の
お
世
話

に
よ
り
、聖
丘
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

の
中
、東
コ
ー
ス
で
の
プ
レ
ー
と
な
り

ま
し
た
。天
候
は
、前
日
の
予
報
よ
り

雨
の
降
り
だ
し
が
遅
れ
た
お
か
げ
で

天
気
に
も
恵
ま
れ
、good play
が

で
き
た
方
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

今
回
は
、6
支
部
10
組
、混
成

チ
ー
ム
1
組
、合
計
11
組
、38
名
の

参
加
で
、昨
年
よ
り
1
組
増
と
な
り

ま
し
た
。こ
の
支
部
対
抗
戦
は
ダ
ブ

ル
ぺ
リ
ア
方
式
に
よ
り
、個
人
戦
は
そ

れ
ぞ
れ
の
ネ
ッ
ト
ス
コ
ア
に
て
、チ
ー
ム

対
抗
戦
は
各
チ
ー
ム
ネ
ッ
ト
ス
コ
ア

上
位
3
名
の
合
計
に
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

支
部
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会

11
組
、38
名
が
激
戦
を
展
開
！
第
23
回

　

15
時
よ
り
、富
士
精
版
印
刷
㈱
の

森
本
氏
の
司
会
で
、表
彰
式
並
び
に

懇
親
会
が
ス
タ
ー
ト
。最
初
に
、作
道

理
事
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、続
い
て
、

個
人
戦・団
体
戦
の
順
位
を
発
表
。

そ
の
後
、優
勝
者
の
ス
ピ
ー
チ
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
山
崎
委
員
長
の
締
め
の

挨
拶
に
よ
り
、16
時
に
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。

 （
報
告
／
事
務
局
）

組織サービス委員会

皆
様
の
お
か
げ
で
、初
参
加
な
が
ら
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
プ
レ
ー
で
き
ま
し
た
！

優
勝
者
レ
ポ
ー
ト

㈱
ユ
ニ
オ
ン
紙
器  

若
林 

大
我

　

㈱
ユ
ニ
オ
ン
紙
器
の
若
林
と
申
し

ま
す
。先
日
は
皆
様
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。幹
事
様
に
も
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。そ
れ
と
あ
の
よ
う
な
席
に
お

誘
い
い
た
だ
き
ま
し
た
南
親
支
部
の

岡
本
様
、山
田
様
に
も
、大
変
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

　

当
日
は
、前
日
の
予
報
よ
り
雨
の

降
り
だ
し
が
遅
れ
た
お
か
げ
で
天
気

に
も
恵
ま
れ
、楽
し
く
ゴ
ル
フ
を
満
喫

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。個
人
優

勝
も
で
す
が
、な
に
よ
り
第
一
の
目
標

で
あ
り
ま
し
た
南
親
支
部
Ａ
チ
ー
ム

の
団
体
優
勝
が
で
き
た
こ
と
が
と
て

も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
奥
村
会
長
。

ご
自
身
で
も「
あ
ん
ま
り
こ
う
へ
ん
メ

ン
バ
ー
さ
ん
よ
り
詳
し
い
で
！
」と

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、こ
の
コ
ー
ス
を

熟
知
し
て
お
ら
れ
、テ
ィ
ー
シ
ョッ
ト

の
狙
い
ど
こ
ろ
な
ど
、キ
ャ
デ
ィ
ー
さ

ん
よ
り
的
確
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。昔
よ
り
飛
ば
な
く
な
っ

た
と
言
い
な
が
ら
も
、上
が
っ
て
み
た

ら一
番
い
い
ス
コ
ア
と
い
う
の
も
た
び

た
び
で
、当
日
は
チ
ー
ム
内
で
の
ベ
ス

グ
ロ
で
し
た
。

　
そ
れ
と
私
の
師
匠
で
あ
り
ま
す
井

本
様
。実
力
の
程
は
皆
さ
ん
も
ご
承

南睦支部チーム

南親支部Bチーム北支部Bチーム

団体3位 北支部Ａチーム

団体2位 北親支部Cチーム

団体優勝 南親支部Ａチーム（左から井本氏、奥村氏、若林氏、北村氏）

個人優勝 若林氏（左）

ブービー賞 山崎氏（右）

北親支部Aチーム

東和支部チーム

個人２位 古門氏（右）

ベスグロス賞 岩倉氏（左）

天親支部チーム混成チーム

北親支部Bチーム

個人３位 藤井氏（左）
知
の
こ
と
で
す
が
、ラ
ウ
ン
ド
中
に
い

ろ
い
ろ
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。ご
一
緒
い
た
だ
く
の
は
3
度
目
で

す
が
、い
つ
も
い
い
ス
コ
ア
が
で
る
の
は

師
匠
に
引
っ
張
って
い
た
だ
く
お
か
げ

で
す
。い
つ
か
パ
ワ
ー
フ
ェ
ー
ド
を
教

え
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
そ
れ
と
元
高
校
球
児
の
北
村
様
。

テ
ィ
ー
シ
ョッ
ト
、ス
プ
ー
ン
で
す
ぐ

横
ま
で
く
る
の
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
な
り
ま
す
。で
も
優

し
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
て
、当
日
は
Ｏ
Ｂ

ゾ
ー
ン
を
身
を
も
っ
て
５
回
も
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。そ
れ
が
半
分
に
な
っ

て
い
た
ら
こ
の
記
事
を
書
い
て
い
た
の

★個人順位（上位１０位・敬省略）
 １位　若林 大我　 ㈱ユニオン紙器
 ２位　古門   昇　  国際印刷工業㈱
 ３位　藤井 靖之　 旭紙工㈱
 ４位　小野 泰弘　 ㈱研文社
 ５位　依藤 孝行　 青葉印刷㈱
 ６位　鎌田 修輔　 ㈱広集舎
 ７位　安澤　 治　 ㈱ビコーシステム
 ８位　北村 吉弘　 ㈱北村三昌館印刷所
 ９位　井本 友則　 デュプロ㈱
 １０位　速水 悠輔 　速水印刷㈱

ＮＥＴ
71.0
71.2
71.6
71.8
72.6
72.6
72.8
72.8
７3.0
７3.0

★団体順位（上位3位・敬省略）
 １位　南親Ａ　（井本、若林、北村、奥村）
 ２位　北親Ｃ　（速水、野口、小野）
 ３位　北　Ａ　（吉田、清水、川畑、古門）

ＮＥＴ
216.8
219.8
220.8

は
北
村
様
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。

　
月
並
み
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、な
ん

と
いって
も
こ
の
よ
う
な
方
々
と
一
日

ご
一
緒
い
た
だ
け
た
の
が
優
勝
で
き

た
最
大
の
理
由
で
す
。ス
タ
ー
ト
前

や
最
後
の
会
食
の
際
も
、和
気
あ
い

あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
、私
の
よ
う

な
初
参
加
の
者
で
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

て
プ
レ
ー
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
た
の
も
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。

本
当
に
こ
の
た
び
は
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
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支部だよりINFORMATION

総会と懇親旅行 摂陽支部

　摂陽支部では5月14日（土）15日（日）に
総会と懇親旅行を兼ねて北陸へサンダー
バード11号にて出発。今回は貸し切りバス
を使用せず電車と加賀周遊バスと金沢周
遊バスを使って各地を観光。その楽しかっ
た行程を写真でご紹介いたします。

　1日目／加賀温泉駅下車→「くいしんぼ
うふるさと」で昼食→ゆのくにの森（体験・
散策）→山代温泉ゆのくに天祥（夕食時に
総会）。
　2日目／金沢駅→情緒あふれる町並み
の東茶屋街（散策）→長町武家屋敷（散策）

→「割烹むら井」で昼食→サンダーバード
30号で帰阪。
　添乗員さん苦心の行程作りで参加者の
笑顔いっぱいの総会懇親旅行になりまし
た。あ～楽しかった！！

 （摂陽支部事務局）

東茶屋街散策

ゆのくに天祥出発 長町武家屋敷

東茶屋街でおいし～い金箔ソフト 割烹むら井で昼食

くいしんぼうふるさと ゆのくにの森 ゆのくにの森で金箔貼りを体験

総会挨拶 総会後にカラオケ ちょっと疲れて・・・。加賀温泉駅前

支部だよりINFORMATION

平成28年度 総会 - 東栄支部の天親支部への移行が決定 東栄支部

　５月６日（金）、シェラトン都ホテル大阪に
おいて、東栄支部の総会が行われた。黒野
支部長の挨拶の後、司会の野々下氏が議
長に推薦され、議事の進行が進められた。
当支部においては、一番重要かつ重大な議
案である天親支部への移行について改め
て経緯を説明した上で協議されたが、今ま
でも十分に説明した上での議題なので、特

に大きな問題もなく決議された。最後にヘ
リオグラビア黒野氏より、締めの挨拶をい
ただき、総会は無事終了した。
　この後、懇親会に移り、野々下氏の司会
進行のもと、大成二葉産業荻野氏の乾杯
の挨拶で、実質最後の懇親会がスタート
し、昔の思い出話に花を咲かせながら和や
かに進行し、最後にアンリ野々下氏の締め

の挨拶で、盛会のうちに閉幕した。
　なお、翌週5/13に天親支部の総会があ
り、東栄支部の受け入れが議決され、また
翌々週の5/20には大阪府印刷工業組合
の臨時理事会においても、受け入れが承認
されましたことをご報告申し上げます。 

（東栄支部事務局）

岩田氏 野々下氏黒野支部長

平成28年度 総会・懇親会 天親支部

　天親支部では5月13日（金）昨年に引き続
きリーガロイヤルホテル大阪にて平成28
年度総会・懇親会を開催した。総会には、30
名、懇親会にはこれまた昨年に引き続き歴
代会長6名にもお越しいただき、46名にご
参加いただいた。

　総会では1年間の支部活動、今年度の支
部編成を岩倉支部長より報告していただい
た。続いて議案審議に入り、第1号議案「平
成27年度決算報告」を会計の宮田氏より行
い承認された。また今年度は、東栄支部が
当支部に移行されることになっており、第2
号議案「東栄支部からの組合員企業受け入

れの件」、第3号議案「東栄支部からの役員受
け入れの件」として、岩倉支部長から経緯の
説明があり承認された。役員については、新
たに会計として㈱新聞印刷福山氏、東栄支
部から副支部長としてはやぶさ印刷㈱小脇
氏、同じく東栄支部から会計として大原印刷
㈱大原氏が加わることとなった。
　今年度の活動予定として、組合員企業が
賛助会員合わせて50社から80社になるこ
ともあり、「組合員名簿の作成」、「組合員間
の交流を深める行事」の実施を考えている
ことを報告。最後に小脇氏より東栄支部の
状況を説明していただき、総会は終了。
　続いて場所を隣の懇親会場へと移し、
宮田新副支部長の司会のもと、岩倉直前支
部長の挨拶、本部役員挨拶として浦久保副
理事長の挨拶、㈱友十中村氏に乾杯の発

声を賜り懇親会がスタート。おいしい食事と
お酒を堪能しながら、途中お約束の㈱友十
山本氏のスピーチ、終盤にサプライズとし
て、昨年度で大青協の議長を勇退された大
興印刷㈱髙本社長に花束贈呈があり、感動
的な場面も…。最後は、新支部長を拝命す
ることとなった、私、森内の中締めで会はお
開きとなった。

（天親支部支部長 森内康之）

懇親会

役員一同

総会 髙本氏（右）に花束贈呈
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支部だよりINFORMATION

平成28年度 通常総会 東和支部

　平成２８年度通常総会が５月２５日（水）ホ
テル阪急インターナショナルにおいて開催
された。正会員３０社、賛助会員７社（９名）、
また今回は青年クラブから２名の参加があ
り総勢４１名での総会であった。
　まず中原支部長より開会の挨拶があり、
第1号議案「平成２７年度事業報告および決
算報告」の議案審議を行い拍手による満場
一致で承認された。続いての第2号議案で
は中原支部長の任期満了による退任に
伴う役員改選が審議された。まず次期支部
長推薦委員会会長の高橋前支部長より、

松本印刷株式会社代表取締役 松本浩一
氏を新支部長に推薦したいとの説明があ
り、会場も満場一致でこれを承認、無事新
支部長の就任となった。また副支部長とし
て中原秀記氏、平石哲生氏、溝口剛司氏の
３名が承認された。

　議長を松本新支部長に交代し、支部長就
任の挨拶を行い第3号議案「平成２８年度事
業計画および収支予算」の審議へと入った。

　新年度事業の大きなテーマとして組合
員各社が「より参加したい」と感じられる全
員参加型の魅力溢れる支部とすることを
目標とし、「東和塾の充実」、「青年クラブと
の協調」、「海外研修旅行の企画」、「支部会
費の減額プラン策定」などの計画が審議さ
れ、満場一致での承認となった。
　すべての審議が終了した後はいよいよ

懇親会の開演である。松本新支部長の開
会の挨拶に続き、支部新役員、青年クラブ
役員の紹介があり、乾杯は来賓の作道理
事長にお願いした。長い歴史のある東和支
部であるが、大印工組の理事長を輩出する
のは初めてなので支部一丸となって応援
していくことを確認し、おいしいビールを飲
み干した。今回の懇親会では各班ごとに
テーブル分けし、班長の紹介をするなど、ま
さに全員参加型の楽しい懇親会であった。

 （東和支部事務局）

松本新支部長

新副支部長（左から溝口氏、中原氏、平石氏）

通常総会

通常総会

作道理事長

支部だよりINFORMATION

平成28年度 総会旅行 東支部

　東支部では5月21日～22日に第11回総
会を兼ねた懇親旅行を行った。出発当日の
天候は晴れ。午前8時30分に京橋ホテルモ
ントレラスール前集合。参加者は16社・賛助
会員3社（合計19名）で、総会会場である鳥
取県三朝温泉「万翠楼」に向けバスで出発。
　車中では久々に会う仲間との会話に花を
咲かせ、あっという間に鳥取市内に。昼食
後、倉吉の町並みを観光し、目的地の三朝
温泉には15時30分に予定通り到着した。
　そのままホテル内の会議場へ移動し、平
成28年度第11回通常総会を開催。昨年度
事業報告のあと、任期満了に伴う役員改選
を行い、現役員推薦により選任された新支
部長（私、石田）の議事進行のもと、新年度事
業計画および、予算案について満場一致の
承認を得て、滞りなく総会は終了した。

　夜の宴会までの自由時間はホテル周辺
の河原の散策や、川に面した露天風呂など
をおのおの楽しみ、18時30分から慰労を
兼ねた宴会を行った。カラオケなどで大変
盛り上がり、中締めとして21時頃にお開き。
そして元気な人たちは旅館の外に2次会へ
と向かいこの夜は更けていった。
　翌日も天候は晴れ。朝9時に旅館を出発。
松島海岸遊覧船での観光や、「砂の美術館」

で各国アーティストによる砂で作られた彫
刻を見学後、県内一番の名所、鳥取砂丘に。
広大な砂丘を海の見えるところまでひたす
ら進み、歩き疲れたところで一路大阪へ。
無事18時に京橋に到着、解散した。今回の
旅行を通じて支部の連帯感がいっそう強
まったことを確信した次第である。

（東支部支部長 石田秀樹）

「砂の美術館」前 「砂の美術館」の中

山陰松島海岸遊覧船

「花のれん」にて昼食 「花のれん」にて昼食
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New Face がっちりPR！16

　
株
式
会
社
ア
イ
カ（
本
社
名
古
屋

市
）は
創
立
40
年
、「
印
刷
会
社
の
た

め
の
印
刷
会
社
」を
企
業
理
念
に
掲

げ
、常
に
新
技
術
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
を
持
っ
て
最
新
設
備
を
導
入
。全

10
台
の
輪
転
印
刷
機
と
両
面
8
色

機
5
台
を
含
む
7
台
の
枚
葉
印
刷

機
を
24
時
間
稼
働
さ
せ
、顧
客
満
足

度
を
高
め
る
こ
と
に
注
力
し
て
き
ま

し
た
。大
阪
支
社
も
大
阪
に
事
務
所

を
構
え
て
12
年
に
な
り
ま
す
。こ
れ
か

ら
も
弊
社
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
も
あ
り

ま
す「
お
も
て
な
し
の
心
」を
大
切
に

し
て
、社
員
一
同
全
力
で
ご
要
望
に
お

応
え
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
し
い
取
り
組
み

「Jf it

（
ジ
ェ
イ
フ
ィッ
ト
）」

　
大
阪
支
社
で
今
最
も
力
を
入
れ
て

取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、A
R（
拡
張

現
実
）事
業
で
す
。印
刷
に
対
す
る
新

た
な
取
り
組
み
と
し
て
3
年
前
に
立

ち
上
げ
、様
々
な
ア

ピ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま

す
。A
R
は
紙
媒
体
で

伝
え
き
れ
な
い
情
報
を

デ
ジ
タ
ル
上
で
拡
張
し

て
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、

印
刷
物
の
付
加
価
値
を

高
め
る
も
の
と
し
て
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
他
社
と
の

差
別
化
を
図
る
た
め
に

「Jf it

」と
い
う
ア
プ
リ

を
自
社
開
発
し
、フ

リ
ー
ペ
ー
パ
ー
や
フ
ラ
ン

チ
ャ
イ
ズ
店
な
ど
の

B
to
C

に
向
け
た
企
業

様
に
戦
略
的
な
提
案・

活
用
を
促
進
し
て
い
ま

す
。

「Jf it

」の
特
徴
は
4
つ

①
A
R
機
能

　
印
刷
物
に
ス
マ
ホ
を
か
ざ
す
だ
け

で
、動
画
や
3
D
コ
ン
テ
ン
ツ
な
ど
が

表
示
さ
れ
ま
す
。先
述
し
た
よ
う
に
、

紙
媒
体
で
は
伝
え
き
れ
な
い
情
報
を

デ
ジ
タ
ル
上
で
拡
張
し
、さ
ら
な
る
訴

求
効
果
が
狙
え
ま
す
。A
R
を
見
た

方
だ
け
○
％
オ
フ
！
な
ど
、イ
ン
パ
ク

ト
の
あ
る
内
容
に
す
れ
ば
、ユ
ー
ザ
ー

の
心
を
掴
め
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

②
S
N
S
連
携

　
S
N
S
を
使
って
、ク
チ
コ
ミ
の
波

及
を
狙
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。A
R

は
S
N
S
と
の
親
和
性
が
高
く
、サ

プ
ラ
イ
ズ
な
演
出
を
そ
の
ま
ま

L
I
N
E
やfacebook

な
ど
に
投

稿
し
、情
報
拡
散
さ
せ
て
ア
プ
リ
ユ
ー

ザ
ー
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
プ
ッ
シ
ュ
配
信

　
プ
ッ
シ
ュ
配
信
機
能
を
使
って
、最

新
情
報
や
お
得
な
情
報
を
ユ
ー
ザ
ー

の
ス
マ
ホ
に
”ダ
イ
レ
ク
ト
“に
送
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
配

信
す
る
こ
と
で
、ア
プ
リ
ユ
ー
ザ
ー
の

ア
ク
シ
ョ
ン
を
促
し
ま
す
。メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
や
D
M
と
違
い
、ユ
ー
ザ
ー
が

日
々
使
う
ス
マ
ホ
に
直
接
届
く
こ
と

が
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

④
ア
ク
セ
ス
解
析

　
配
布
さ
れ
た
印
刷
物
が「
い
つ
」

「
ど
こ
で
」「
何
が
」見
ら
れ
た
の
か
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。通
知
の
開
封
状
況
か
ら
ナ

ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
機
能
起
動
数
、店
舗
へ

の
ダ
イ
ヤ
ル
数
、通
販
サ
イ
ト
への
遷

移
数
か
ら
成
約
数
、そ
の
過
程
に
お

け
る
離
脱
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
解
析
す

る
こ
と
も
で
き
、ク
ラ
イ
ア
ン
ト
は

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
デ
ー
タ
と
し
て

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
に
当
て
は
め
て

広
告
戦
略
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　「
早
い・安
い
が
売
り
」と
い
う
言

葉
を
お
客
様
は
聞
き
飽
き
て
き
ま
し

た
。販
促
効
果
を
高
め
、商
売
が
繁

盛
す
る
仕
掛
け
を
提
供
す
る
こ
と
が

今
後
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。「Jf it

」は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
新
規

顧
客
の
獲
得
と
既
存
顧
客
の
囲
い
込

み
を
ベ
ー
ス
に
考
え
た
戦
略
性
を

持
っ
た
ア
プ
リ
で
す
。

　
弊
社
は
印
刷
を
基
軸
に
、今
後
も

新
し
い
展
開
を
図
って
い
き
ま
す
。

大阪支社長 小濱昭秀

■企業データ
社　名：株式会社アイカ
大阪支社：〒537-0003 
　　　　大阪市東成区神路2-2-23 
　　　　電話06-6976-0115
　　　　FAX06-6976-0181
設　立：1976年（昭和51年）4月30日
資本金：30,000,000円 
代表者：代表取締役 渡邉照雄
U R L：http://www.printing-aika.com

株式会社アイカ  執行役員 常務取締役 大阪支社長  小濱 昭秀 （福島支部）

AR（拡張現実）事業を始動し、
販促効果を高めるアプリ「Jfit」を自社開発

大阪支社スタッフ一同

支部だよりINFORMATION

ファミリーハイキング 福島支部

　福島支部は5月29日(日)恒例のファミ
リーハイキングを能勢妙見山で行った。こ
こでの開催は今年で3回目になり、直接
バーベキュー会場で合流する方、一歩一歩
頂上を目指すグループ、途中でケーブル
カーに乗るグループ、各自の体力に合わせ
てコースを選べるのがここを皆で楽しめる
理由のひとつだ。

　今回は32名の参加があり半数が「新滝
道コース」に挑戦した。天気が心配だったが
集合の9時30分は晴れ、15時頃までは雨
の心配がないということで竹本厚生委員長
の挨拶の後、能勢電鉄妙見口を出発した。
15分ぐらい歩いてケーブルカーの駅に到
着。そこでケーブルカー組とハイキング組
に分かれ、駅裏から「新滝道コース」へ。入口
は舗装された道だったが、沢伝いのコース
はずっと登りが続く。神社や滝行場なども
あり森の中は涼しく前半は快適だった。旧
参道なので石段が多く一段がかなり高い。
紅葉の大木がある広場で3回目の休憩を
とった。ここから皆で頑張って最後の石段を
登り、山頂へ11時過ぎに到着した。

　その後、妙見山本殿を参拝し、妙見の森
ふれあい広場バーベキューテラスに12時
半に到着した。途中、今回初めてリフトに
乗ったところ菜の花やあじさいが綺麗に咲
き、10分間の空中散歩は足を癒してくれ、
バーベキューとよく冷えたビールが疲れを
忘れさせてくれた。ここのテラスは食材、調
理器具、生ビールまですべて揃っているの
で手ぶらで利用でき、お世話をしていただ
く委員も一緒に楽しいひとときと親睦を深
められる。ビールやワインもなくなって15
時過ぎに現地解散した。そのあと、ケーブル
山頂駅横の足湯でほっこりしているうちに、
予報どおり雨が降り出した。

（㈱中川印刷所 中川敏之）

楽しい1日でした焼けてきたぞ

乾杯はまだかな

もう少しで頂上だ

19 PRI・O  2016.7



20PRI・O  2016.7 PRI・O  2016.7

開
催
日
時
／
6
月
14
日（
火
） 午
後
5
時
〜
8
時

場　
　
所
／
ト
キ
ワ
印
刷
㈱ 

大
阪
本
社
6
F

参
加
人
数
／
18
人

21

◆
6
月
定
例
会
報
告

　

議
員
の
会
社
の
持
ち
回
り
企
画
で
、前
回
の

山
本
議
長
の
㈱
美
生
社
に
続
き
、今
回
は
渡
辺
副

議
長
の
ト
キ
ワ
印
刷
㈱
に
て
定
例
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
ま
ず
渡
辺
副
議
長
よ
り
現
在
の
会
社
の
状
況
、

取
り
組
み
、強
み
や
特
徴
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ

り
、な
か
で
も
I
T
を
活
用
し
た
社
内
の
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン・情
報
の
共
有
と
管
理
の
取
り
組
み
が

大
変
興
味
深
い
内
容
で
し
た
。

　
そ
の
後
、社
内
見
学
へ
と
移
り
、パ
ッ
ケ
ー
ジ
印

刷
に
関
わ
る
C
A
D
ソ
フ
ト
で
の
設
計・サ
ン
プ
ル

作
成
の
デ
モ
、稼
働
中
の
印
刷
機
や
加
工
機
を
見

学
し
ま
し
た
。在
版
リ
ピ
ー
ト
率
が
非
常
に
高
く
、

ま
た
類
似
商
品
も
多
い
た
め
、1
案
件
ご
と
の
商

品
詳
細
、作
業
行
程
表
を
自
社
専
用
に
構
築
さ
れ

た
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、携
わ
る
社
員
全

員
で
情
報
を
共
有
し
品
質
管
理
を
徹
底
し
て
い
る

の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

見
学
を
終
え
協
議
に
移
り
、近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
協

議
会
、全
青
協
事
業
の
進
捗
を
山
本
議
長
よ
り
報

告
。PrintN

ext2018

、キ
ッ
ク
オ
フ
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
2
0
1
7
、経
営
理
念
作
成
、J
P
展
で
の

献
血
応
援
協
力
な
ど
の
議
題
に
つ
い
て
協
議
を
行

い
ま
し
た
。

　
キ
ッ
ク
オ
フ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
2
0
1
7
に
つ
い

て
、会
場
は
太
閤
園
で
決
定
し
、講
師
に
つ
い
て
は

全
議
員
よ
り
事
前
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
お
り
、

そ
れ
を
も
と
に
活
発
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　
次
回
は
金
山
議
員
の
㈱
左
文
字
特
殊
印
刷
に
て

定
例
会
お
よ
び
会
社
見
学
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

　
定
例
会
終
了
後
は
場
所
を
移
動
し
、懇
親
会
を

行
い
議
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

（
報
告
者 

児
島
秀
基
）

Q
1
自
分
自
身
が
受
け
て
み
た
い
セ
ミ
ナ
ー
の
テ
ー
マ
は
何
で
す
か
？ 

● 

組
織
作
り
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー 【
9
】

● 

企
画
提
案
力
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー 【
9
】

● 

営
業
技
術
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー 【
7
】

● 

財
務
関
連・運
用・配
分
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー 【
6
】

● 

企
業
理
念
の
構
築
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー 【
5
】

● 

新
規
事
業
を
起
業
す
る
こ
と
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー 【
4
】

● 

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー 【
3
】

● 

生
産・効
率
や
技
術
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー 【
2
】

● 

w
e
b
デ
ザ
イ
ン・デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー 【
1
】

Q
2
来
年
の
キ
ッ
ク
オ
フ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
開
催
に
当
た
り
、具
体
的
に
聞
い
て

　
　

 

み
た
い
講
師（
団
体
名
で
も
可
）は
誰
で
す
か
？

　
　

  

ま
た
、ど
の
よ
う
な
テ
ー
マ
で
講
演
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
か
？

● 

原
晋（
青
山
学
院
大
学
体
育
会
陸
上
競
技
部
監
督
）

　
【
人
材
育
成
、組
織
作
り
に
つ
い
て
】

● 

佐
藤
航
陽（
株
式
会
社
メ
タ
ッ
プ
ス
代
表
取
締
役
）

　
【
佐
藤
氏
が
考
え
る
日
本
経
済
の
仕
組
み
と
ビ
ジ
ネ
ス
の
取
り
組
み
方
】

● 

高
村
幸
治（
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト・株
式
会
社
エ
ナ
ジ
ー
ソ
ー
ス
代
表
取
締
役
） 

　
【
人
が
自
発
的
に
動
く
５
原
則
】

● 

孫
正
義（
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
株
式
会
社
代
表
取
締
役
）

　
【
次
代
の
テ
ー
マ
は
何
が
く
る
か
】

● 

糸
井
重
里（
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー・エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）

　
【
ひ
と
言
で
物
事
の
本
質
を
語
れ
る
言
葉
の
講
座
】

● 

井
上
達
也（
株
式
会
社
フ
リ
ー
ウ
ェ
イ
ジ
ャ
パ
ン
代
表
取
締
役
） 

　
【
小
さ
な
会
社
の
社
長
の
戦
い
方
】

● 

臼
田
真
人（
全
印
工
連
会
長
） 

　
【
我
が
社
の
業
態
変
革
】

● 

岩
田
松
雄（
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン
元
C
E
O・リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
代
表
）

　
【
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
教
育
】

● 

夏
川
立
也（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト・桂
文
枝
の
弟
子
）

　
【
ス
ベ
ら
な
い
営
業
ト
ー
ク
】

● 

小
室
淑
恵（
株
式
会
社
ワ
ー
ク・ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
代
表
取
締
役
社
長・T
V
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
）

　
【
経
営
戦
略
と
し
て
の
ワ
ー
ク・ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
】

● 

吉
田
と
も
こ（
株
式
会
社
オ
レ
ン
ジ
フ
リ
ー
）

　
【
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
】

● 

堀
江
貴
文（
株
式
会
社
ラ
イ
ブ
ド
ア
元
C
E
O
）

　
【
企
画・提
案
型
で
差
別
化
で
き
る
成
功
事
例
な
ど
】

● 

日
本
ほ
め
る
達
人
協
会

　
【
組
織
作
り
、チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
内
容
】

● 

有
名
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　
【
会
社
の
業
績
が
下
が
っ
て
き
た
と
き
の
対
処
法
な
ど
を
実
例
を
挙
げ
て
】

〈
講
師
の
み
の
回
答
〉● 

辛
坊
治
郎（
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
）● 

谷
田
昭
吾（
タ
ニ
タ

　

筆
頭
株
主
、創
業
者
フ
ァ
ミ
リ
ー
）● 

今
、成
長
分
野
の
企
業（
L
I
N
E
な
ど
）

　

● 

業
績
が
V
時
回
復
し
た
企
業

〈
テ
ー
マ
の
み
の
回
答
〉● 

事
業
継
承
の
上
手
な
や
り
方
に
つ
い
て
● 

2
0
2
0
年
東

　

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
す
る
テ
ー
マ
● 

自
己
改
革
や
自
己
啓
発
な
ど
に
繋
が
る
内

　

容
が
盛
り
込
ま
れ
た
も
の　

新
し
い
仲
間
が
増
え
ま
し
た

南
親
支
部 

推
薦
議
員

林 

祐
一
郎

株
式
会
社 

林
印
刷 

　　
４
月
よ
り
大
青
協
の
メ
ン
バ
ー
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
㈱
林
印
刷
の

林
と
申
し
ま
す
。大
青
協
で
の
出
会
い
を
大
切

に
し
、こ
れ
か
ら
の
議
員
活
動
を
通
じ
て
積
極

的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、皆
様
の
パ

ワ
ー
や
知
識
を
吸
収
し
て
こ
れ
か
ら
の
自
分
自

身
の
勉
強
の
場
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
少
し
で
も
大
青
協
の
活
性
に
尽
力
で
き

ま
す
よ
う
に
活
動
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　
弊
社
は
、昭
和
２３
年
の
創
業
以
来
、活
版
印
刷

に
携
わ
っ
て
お
り
、現
在
は
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷・活

版
機
で
の
Ｌ
型
ミ
シ
ン・Ｔ
型
ミ
シ
ン
お
よ
び
ナ

ン
バ
ー
リ
ン
グ
の
刷
込
み・そ
の
他
、お
客
様
の

ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
良
質
で
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

な
商
品
と
サ
ー
ビ
ス
を
常
に
提
供
で
き
る
よ
う

日
々
努
力
し
て
お
り
ま
す
。お
客
様
の
ニ
ー
ズ
を

把
握
す
る
た
め
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に

し
て「
日
々
前
進
何
事
も
」を
モ
ッ
ト
ー
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は
あ
り
ま
す
が
、今
後
と
も

ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

8
月
定
例
会
は
8
月
2
日（
火
） 18
：
30
〜
大
青
協
見
学
希
望
の
方
は

大
印
工
組
・
平
塚
ま
で

（
０
６

－

６
３
５
３

－

３
０
３
５
）

ア ン ケ ー ト 企 画 今回アンケート回答者21人
（Q1、Q2ともに複数回答可）

大阪の（青年）印刷 ～大青協議員をサクッと紹介します～

貼り加工機

打ち抜き機

CADシステム

説明を聞く議員

箔押し機

インクジェットブルーファー

会社概要の説明

加工場

印刷場

打ち抜き木型の説明

キク半裁5色機サンプルカッターの実演

▲

ト
キ
ワ
印
刷
㈱ 

社
内
見
学



　「ただいま！」「おかえり～。どこ
いってたの？」「おしごとよ～」
「し～ちゃん（娘の名前）は、ほい
くえん、いったよ」「ほいくえん
で、なにしてたの？」「おすなば
（お砂場）いったよ！」…と、仕事

を終え、帰宅し、もうすぐ３歳になる娘との対面が、
ホッとする瞬間。

　生まれて、はや２年数ヶ月。子どもの成長は超特
急です。昨日できなかったことが今日はできるように
なる。そんな毎日を過ごし、写真に記録するのに夢
中です。バッグのポケットに入れられる片手サイズ
のデジカメを、お散歩や公園に行く時はいつも持ち
歩き、サッと片手で出していつも撮っていました。
　何気ない行動がシャッターチャンスです。はじめ
てイチゴを食べた、はじめて歩いた、はじめてお話し
した、はじめてブランコに乗った…。
　２歳を過ぎたころから動きが早くなり、デジカメで
は追いつかなくなりました。行動範囲が広がり、
シャッターを切った時にはもうフレームアウト。
　そこで一大決心！新しいカメラを買いました。しか
し、説明書には不可解な言葉がたくさん。「M（マ
ニュアル露出）」「Av（絞り優先AE）」「Tv（シャッ
ター優先AE）」「P（プログラムAE）」？？？

　まずは「絞り値」「シャッタースピード」「ISO感
度」の3つから勉強中です。まだまだ失敗写真を連
続撮影中です。失敗するにつれて、撮影後のデー
タを見て露出とかシャッタースピードを確認しては、
「動きながらだと手ブレするから○○に設定しよう」
と失敗から学んでいます。同時に、逃せないこの瞬
間を撮りたいので、「かんたん撮影モード」で当面は
乗り切っています。
　せっかく趣味で始めたカメラ。ちょっとこだわって
みたくて構図とか絞りとかも気にしますが、最高の表
情を撮ることができれば、カメラの役割は十分果た
せていると思います。
　写真を見て振り返ってみると、「こんなことあった
なぁ～」ということは、もう今ではありません。ミルク
はもう飲まない、履けなくなった靴、おくるみ。昨日よ
り今日、今日より明日とできなかったことができて、
手がかからなくなってきたわが子を喜ばしいと思う
一方で、心の中で子どもの成長をさみしく思う瞬
間です。

　今を大切に、今しかできない愛情をいっぱい注い
であげようと思っています。そしてたくさんの思い出
写真を残したいと思っています。
　子どもの早い成長のように、早く腕前をあげたいで
すが、ゆっくりと焦らずに成長していきたいものです。
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愛しのレオとチェリーの物語
株式会社シンエイ　佐々木 美惠子

　レオとチェリーの出会いは今から５年前、レオ13歳・
チェリー2歳の時でした。
　レオは、１２歳の時に腰椎ヘルニアで6時間にわた
る大手術を受けその後、動物病院のお世話になるこ
とが多かったので、私達が長時間家を空ける時には
必ずレオをみてもらえるペットホテルでお世話になり
ました。ペットホテルには、犬種の違ういろんなワン
ちゃんがみんな仲良く遊んでおり、レオもそこでは最
長老でレオ兄と呼ばれていました。そこで、レオとチェ
リーは出会ったのです。
　チェリーは、ご高齢のご夫婦と一緒に暮らしていた
そうですが、ご主人が病気で世話ができないというこ
とで泊りでお世話になっていたようです。私達がレオ
を迎えに行くと必ずレオにくっついて一緒に出迎え
をしてくれていました。やがて、チェリーのご主人が様
子を見に来られた後に亡くなられたと聞き、それ以
後、チェリーと目が合うたびに胸が熱くなる気持ちを
どうすればいいのか悩みました。そして、私達はチェ

リーを我が家に迎え入れることに決めました。
　初めて我が家にチェリーが来た時、レオはたった
一度だけ「ワン」（このワンの意味は、きっと、『これか
ら仲良くしようぜ！』と言ったのかも）と吠えたっきり、二
度とチェリーに吠えることなく、その後ケンカもなく寝
る時も一緒に仲良く暮らしました。
　チェリーを優しく優しく受け入れてくれたレオ。その
レオは、昨年７月２２日に１７歳４ヶ月の生涯を閉じ天国
に旅立ちました。チェリーは、大好きだったレオが歩け
なくなり寝たきりになってからは、レオのそばでいつも
見守るかのように離れようとしませんでした。
　今、チェリーは毎朝、レオの写真を飾っている所へ
「レオ君おはよう」と挨拶しているかのようにしっぽを
振りながら行きます。
　最後にレオの生きた証として、このような筆をとる
機会を与えていただいたこと、本当にありがとうござ
いました。

う
ち

の
コ

自
慢

人間以外

見て見て！  うちのコ！  イヌ、ネコ、ウサギ、カメ、インコ、キンギョ、カブトムシ… etc.  愛しの家族自慢、大歓迎です。

vol.38

過去の栄光、今夢中になっていること、何でもOK！ 趣味や特技、資格への挑戦など、ぜひお寄せください。腕前は問いません。

上
手
な
れ

好
き
こ
そ
モ
ノ
の

趣
味
人
日
記

相互ビジネスフォーム株式会社  﨑山 賢司

今日のあなたに、明日には会えなくなる…

第三十八弾

目はいつも瞬間を探している

何でもない日常風景も目に留まる

【原稿募集中！】【原稿募集中！】

レオ（ミニチュアダックスフンド/ブラックタン オス）　チェリー（MIX イタリアングレーハウンド×プードル メス）

  (写真提供/セレニティ リゾートさん)
 だ～あい好きなんです

 おいしかった～。 ごちそうさま！「レオのこといつまでも忘れないよ」
 いつも一緒に！ 愛しのレオ（左）とチェリーです

レオ君にもう一度会いたいなあ！
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能重 正規氏
講師：キリン株式会社 キリン食生活研究所

主査

SEMINAR

　

D
.D
.S.S.（
デ
ジ
タ
ル・ド
キ
ュ
メ

ン
ト・サ
ー
ビ
ス
研
究
会
）は
、「
シ
ナ

リ
オ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
戦
略
構
築
」を

テ
ー
マ
に
、キ
リ
ン
株
式
会
社
キ
リ
ン

食
生
活
研
究
所
主
査
能
重
正
規

（
の
う
じ
ゅ
う
ま
さ
き
）氏
に
よ
る
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
。生
活
者
視
点
で
10

年
後
に
起
こ
り
得
る
複
数
の“

未
来”

シナリオプランニングと戦略構築
2016年度 D.D.S.S.セミナー

IoT（Internet of Things）
技術情報

郡司 秀明（公社）日本印刷技術協会（JAGAT）

　IoT（Internet of Things）とは、「モノのインター

ネット」のことである。インターネットとの連携という点

で、これから印刷業は積極的に推進していかねばなら

ないわけで、IoTにも注目すべきだろう。

　IoTは従来のインターネットのようにコンピューター

などの情報・通信機器だけでなく、さまざまなモノをイ

ンターネットに接続することで、自動認識や自動制御、

遠隔計測などを行うことをいう。

　例えば電話を使って家電機器をリモートコントロール

することはこれまでも行われていたが、電話がインター

ネットになって、よりコスト的にメリットが出て、可能性も大き

く広がったのだ。家電関連だけでも録画予約や空調の

ON/OFF、ペットの監視など、できることは山ほどある。

　私はiPhone/iPadをテレビとして使っているのだ

が、海外出張のときも、インターネットを利用して我が家

のTVサーバーにアクセスできれば、日本のテレビ番組

を観られるし、録画もでき、録画した番組を観ることも

できる。

　また、自動車の位置情報をリアルタイムに集約して渋

滞情報や近道、予想到達時間を配信するシステムや、

電力メーターは電力会社と通信して電力使用量を申告

するスマートメーターをインターネットに接続すること

で、単なる人件費削減だけに留まらないエネルギーの

効率的運用なども可能になる。単なる検診システムな

ら集計データを送付するだけだが、使用量の24時間変

化なども記録に残せるので、電力会社やガス会社だけ

ではなく使用者もメリットを享受する可能性がある。

　また大型の機械などにセンサーと通信機能を内蔵し

て稼働状況や故障箇所、交換が必要な部品などを製

造元がリアルタイムに把握できるシステムなどが考案

されている。これには印刷機も入ってくるだろうし、印刷

業界がお得意のワンストップサービスにおいてICチッ

プを使用した配送管理システムなどは、印刷ビジネス

と密接に関係するアイテムだろう。

　IoTは、通信技術だけではなく、顔認識技術やカラー

マネジメントシステムまで包含した色再現技術など広

範囲な技術が必要になってくる。医療関係では遠隔医

療などが考えられる。入院患者や在宅で治療を受けて

いる患者もリアルタイムで脈拍や血圧、心拍数などの

データをインターネット経由で送れば、治療面で革新的

なメリットが得られる。

　母子手帳に採用されている胆道閉鎖症用の便色

カードは、分光色再現技術で画像データを作っている。

これは将来、遠隔医療においてナチュラルビジョン

（分光色再現で高度な色再現が可能）で医師が診断、

もしくは正確な色分析装置で高度な自動判定ができる

という前提でデータをハンドリングしている。

　IoTに求められることはCRMやSFA、マーケティン

グオートメーションの機能まで含まれてきている。最近は

データを集めることだけではなく、IoTを活用すること

で、提供する商品やサービスの品質向上、省力化に

よる効率アップ、ダウンタイムの削減など、さまざまな

メリットを得ることが可能になっている。

　また従来、手作業で行ってきた業務やタスクをIoT 

で自動化することで、人的ミスや重複などの無駄が

抑制され、現場作業がスムーズに進行できるとともに、

予測や防止などの措置も容易に行えるようになる。こう

いうシステムをマーケティングツールとリンクしてビジネ

スを行っていくのが、近未来のビジネスである。それは

印刷ビジネスも例外ではない。

を
読
む
手
法「
シ

ナ
リ
オ
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
」を
学
習

し
た
。

　

シ
ナ
リ
オ
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
は
、

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

時
に
シ
ェ
ル
石
油

が
活
用
し
た
手

法
で
有
名
だ
が
、

昨
今
は
、未
来
創

造
や
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
プ
ロ
セ

ス
と
し
て
も
活

用
さ
れ
て
い
る
。

能
重
氏
は
、キ
リ

ン
ビ
ー
ル
で
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ・嗜
好
リ
サ
ー

チ
、キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
で
リ
サ
ー
チ

室
室
長
を
歴
任
さ
れ
、2
0
1
2
年

よ
り
キ
リ
ン
食
生
活
文
化
研
究
所

に
所
属
さ
れ
て
い
る
。

　

物
の
飽
和
と
成
熟
期
に
入
っ
た
現

在
で
は
、企
業
が
思
う
よ
う
に
は
売

れ
な
い
。市
場
に
お
け
る
購
入
権
限

は
す
べ
て
生
活
者
が
握
っ
て
お
り
、生

活
者
の
変
化
に
合
わ
せ
企
業
も
変

わ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。企
業
は「
10
年

後
の
生
活
者
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
」を
考
え
て
自
ら
を
変
え
る
必

要
が
あ
る
。生
活
者
を
考
え
る
と

き
従
来
の
年
代
別
グ
ル
ー
ピ
ン
グ

で
は
な
く
、生
活
者
の
価
値
感
や
関

心
ご
と
に
よ
る
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
が
必

要
で
あ
る
。

　

シ
ナ
リ
オ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
は
、過

去
の
現
象
か
ら
の
統
計
的
な
考
え

で
は
な
く
、今
の
予
兆
か
ら
10
年
後

を
予
測
す
る
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン

グ
で
あ
る
。何
か
を
当
て
に
い
く
の

で
な
く「
あ
る
だ
ろ
う
未
来
」に
備

え
る
戦
略
ツ
ー
ル
で
、ア
メ
リ
カ
の

国
家
情
報
会
議
で
も
5
年
ご
と
に

シ
ナ
リ
オ
を
リ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
て

い
る
。

　
シ
ナ
リ
オ
の
策
定
プ
ロ
セ
ス
は
、①

検
討
範
囲
を
決
め
る 

②
定
数
的
な

マ
ク
ロ
環
境
変
化
を
も
と
に
、不
確

実
要
素（
経
済
環
境・生
活
者
価
値・

業
界
）を
掛
け
合
わ
せ
自
社
に
イ
ン

パ
ク
ト
の
あ
る
事
象（
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ

フ
ォ
ー
ス
）を
抽
出
す
る 
③
客
観
的

な
視
点
で
複
数
の
シ
ナ
リ
オ
を
作
る 

④
各
シ
ナ
リ
オ
下
で
の
自
社
の
強
み

と
弱
み
を
抽
出
す
る 

⑤
現
行
戦
略

を
評
価
し
追
加
戦
略
を
策
定
す
る
、

で
あ
る
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
は
、キ
リ
ン
で

策
定
し
た
４
つ
の
シ
ナ
リ
オ
か
ら
、

「
多
様
な
価
値
を
尊
重
し
共
存
す
る

シ
ナ
リ
オ
」（
経
済
が
乱
高
下
／
生

活
者
が
内
的
価
値
を
重
視
／
業
界

が
細
分
化
）を
10
年
後
の
未
来
と
想

定
し
、参
加
者
の
10
年
後
を
考
え
る

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
実
施
し
た
。

　

参
加
者
は
、10
年
後
の
生
活
環
境

に
つ
い
て「
Ａ
Ｉ
」「
ロ
ボ
ッ
ト
の
発

達
」「
電
子
マ
ネ
ー
」「
長
寿
社
会
」

な
ど
を
想
像
し
、自
社
業
界
に
関
し

て
は
作
業
と
思
考
の
分
離
か
ら「
作

業
の
ロ
ボ
ッ
ト
化
」が
進
み
、人
の
仕

事
は
ま
す
ま
す
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
思
考
に
向
か
う
で
あ
ろ
う
と
の
予

想
が
な
さ
れ
た
。

（
報
告
／
D・D・S・S・事
務
局
）
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入
社
5
年
目
ま
で
の
新
人
紹
介
ペ
ー
ジ
で
す

人人
材財

ウ
チ
の
イ
チ
押
し
君

■
出
身
地
／
大
阪
府
大
阪
市　

■
ニッ
ク

ネ
ー
ム
／
な
し　

■
な
ぜ
、こ
の
業
界
に
？

／
新
し
い
業
界
を
見
て
み
た
く
な
り
、親
が

や
っ
て
い
る
縁
も
あ
り　

■
仕
事
内
容
／

シ
ー
ル
印
刷　
■
仕
事
の
や
り
が
い
／
お
客

様
と
や
り
取
り
を
し
、仕
事
の
話
が
ま
と
まっ

た
と
き
の
達
成
感　

■
趣
味
／
読
書　

■

特
技
／
ど
こ
で
も
寝
る
こ
と
が
で
き
る　

■

好
き
な
言
葉
／
気
合　

■
20
年
後
の
自
分

／
今
と
は
違
う
自
分　

■
ひ
と
言
メ
ッ
セ
ー

ジ
／
お
客
様
の
所
で「
社
に
戻
って
確
認
し
て

ま
い
り
ま
す
」を
一つ
で
も
減
ら
す
べ
く
、一つ

ひ
と
つ
知
識
を
増
や
し
ま
す
。長
い
目
で
見

守
って
く
だ
さ
い
！

髙
木 

健
次 

さ
ん

福
島
支
部

（
㈱
髙
木
新
盛
堂 

勤
務
／
入
社
2
年
目
）

た

か

ぎ

け

ん

じ

ダ
イ
エ
ッ
ト

始
め
ま
し
た
！

■
出
身
地
／
大
阪
府
大
阪
市　

■
ニッ
ク

ネ
ー
ム
／
ム
ラ
カ
ミ　

■
な
ぜ
、こ
の
業
界

に
？
／
大
学
の
先
輩
に
ご
紹
介
い
た
だ
い
た

た
め　

■
仕
事
内
容
／
営
業
、販
売
促
進

■
仕
事
の
や
り
が
い
／
商
品
の
新
規
導
入
が

決
ま
っ
た
と
き　

■
趣
味
／
音
楽
鑑
賞　

■
特
技
／
書
道　

■
好
き
な
言
葉
／
み
ん

な
ち
が
って
、み
ん
な
い
い　

■
20
年
後
の
自

分
／
ち
ゃ
ん
と
仕
事
が
で
き
て
、人
に
一
緒
に

働
き
た
い
と
思
って
も
ら
え
る
人
間
に
な
って

い
た
い
で
す　

■
ひ
と
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
／
頑

張
り
ま
す
！

村
上 

恵
里
香 

さ
ん

福
島
支
部

（
㈱
ロ
ン
ド
工
房 

勤
務
／
入
社
1
年
目
）

む

ら

か

み

え
　
　
り
　
　
か

動
物
が

大
好
き
で
す
！

■
出
身
地
／
大
阪
府
堺
市　

■
ニ
ッ
ク

ネ
ー
ム
／
ク
ロ
ち
ゃ
ん　
■
な
ぜ
、こ
の
業
界

に
？
／
先
輩
方
と
話
を
し
て
興
味
を
持
っ
た

た
め　

■
仕
事
内
容
／
営
業　

■
仕
事
の

や
り
が
い
／
搬
入
先
の
お
客
様
か
ら「
あ
り

が
と
う
」と
言
って
い
た
だ
い
た
と
き　
■
趣

味
／
食
べ
歩
き　

■
特
技
／
ラ
グ
ビ
ー　

■
好
き
な
言
葉
／one for all. all for 

one. 　
■
20
年
後
の
自
分
／
見
本
に
な
れ

る
先
輩　

■
ひ
と
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
／
一
刻
も

早
く
お
客
様
に
顔
と
名
前
を
覚
え
て
い
た
だ

い
て
、信
頼
さ
れ
る
営
業
マ
ン
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
す
！

く

ろ

だ

り

ょ

う

た

お
い
し
い
店

開
拓
中
で
す
！

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

大
好
き
で
す
！

黒
田 

良
太 

さ
ん

福
島
支
部

（
中
外
産
業
㈱ 

勤
務
／
入
社
1
年
目
）

や

す

こ

よ

し

だ

吉
田 

康
子 

さ
ん

福
島
支
部

（
㈱
髙
木
新
盛
堂 

勤
務
／
入
社
1
年
目
）

■
出
身
地
／
京
都
府
相
楽
郡　

■
ニッ
ク

ネ
ー
ム
／
や
っ
ち
ゃ
ん　

■
な
ぜ
、こ
の
業
界

に
？
／
印
刷
物
に
興
味
が
あ
っ
た
か
ら　

■

仕
事
内
容
／
シ
ー
ル
印
刷　

■
仕
事
の
や

り
が
い
／
人
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン　

■

趣
味
／
食
べ
る
こ
と　

■
特
技
／
ク
ラ
シ
ッ

ク
バ
レ
エ　

■
好
き
な
言
葉
／
夢
を
見
る
か

ら
輝
け
る　

■
20
年
後
の
自
分
／
専
業
主

婦　

■
ひ
と
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
／
見
か
け
た
ら

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
！

堺
筋

　

北
区
天
神
橋
1
丁
目
か
ら
中
之
島
を

ま
た
ぎ
、難
波
橋
を
渡
って
浪
速
区
恵
美

須
町
に
至
る
、大
阪
で
も
有
数
の
幹
線
道

路
。こ
の
う
ち
長
堀
橋
〜
日
本
橋
間
を
長

堀
橋
筋
、日
本
橋
以
南
は
日
本
橋
筋
と
い

う
こ
の
堺
筋
は
、江
戸
時
代
の
頃
に
は
紀

州
街
道
の
起
点
と
な
って
い
た
古
く
か
ら

の
道
路
で
、当
時
繁
栄
を
極
め
た
堺
に
通

じ
て
い
た
こ
と
か
ら
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
。

　

明
治
45
年（
1
9
1
2
）に
北
浜
、船

場
、島
之
内
を
縦
断
し
て
恵
美
須
町
に
至

る
市
電
が
開
通
。そ
の
の
ち
大
正
4
年

（
1
9
1
5
）、難
波
橋
が
架
け
ら
れ
天
神

橋
ま
で
市
電
が
敷
設
さ
れ
大
阪
一
の
メ
イ

ン
ス
ト
リ
ー
ト
に
。大
正
6
年
道
路
沿
い

に
三
越
が
高
麗
橋
に
、大
正
10
年
白
木
屋

が
備
後
町
に
、大
正
11
年
に
髙
島
屋
が
長

堀
橋
に
、大
正
14
年
に
は
日
本
橋
に
松
阪

屋
が
店
を
構
え
る
な
ど
、堺
筋
は
大
正
時

代
に
は
繁
栄
を
極
め
ま
し
た
が
、昭
和
12

年（
1
9
3
7
）、梅
田
〜
難
波
間
に
24
間

幅（
43.6ｍ
）の
道
路
が
完
成
し
地
下
に
は
地

下
鉄
が
走
る
御
堂
筋
が
竣
工
し
た
こ
と

で
、商
業
施
設
や
一
般
企
業
が
御
堂
筋
に

移
転
し
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
と
し
て
の
地

位
を
失
い
、そ
の
座
を
御
堂
筋
に
譲
り
渡

す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
難
波
橋
が
架
設
さ
れ
た
と
き
、

恵
美
須
町
の
近
く
に
天
王
寺
動
物
園
が

オ
ー
プ
ン
。百
獣
の
王
ラ
イ
オ
ン
が
イ
メ
ー

ジ
さ
れ
る
こ
と
か
ら
開
園
記
念
を
兼
ね
、

橋
の
た
も
と
に
ラ
イ
オ
ン
像
が
設
置
さ
れ

た
と
の
説
が
あ
り
ま
す
が
真
偽
の
ほ
ど
は

定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

四
つ
橋
筋

　

J
R
大
阪
駅
前
か
ら
浪
速
区
元
町
4

丁
目
ま
で
4.3
㎞
。四
つ
橋
筋
の
名
は
、現
在

地
下
鉄
四
ツ
橋
駅
東
側
に
、

北
か
ら
南
に
流
れ
る
西
横
堀

川（
現
阪
神
高
速
環
状
線
）

と
長
堀
川（
現
長
堀
通
）の

交
差
地
点
に
四
つ
の
橋
が
井

型
に
架
か
って
い
た
こ
と
に
よ

り
名
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。こ

れ
ら
四
つ
の
橋
は
西
横
堀
川

に
架
か
る
上
繋
橋
、下
繋
橋
、

長
堀
川
に
架
か
る
炭
屋
橋
、

吉
野
橋
を
ま
と
め
て
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
。江
戸
時
代
か
ら
の
大
阪
の

名
所
の
一つ
で
す
。

　

多
く
の
見
物
人
を
集
め
た
四
つの
橋
を
、

俳
人
小
西
来
山（
1
6
5
4
〜
1
7
1
6
）

は「
涼
し
さ
に
四
つ
橋
を
四
つ
渡
り
け
り
」

と
詠
ん
で
い
ま
す
。四
つ
橋
が
姿
を
消
し

た
の
は
昭
和
39
年
の
西
横
堀
川
の
埋
め
立

て
工
事
で
、昭
和
45
年
に
は
長
堀
川
が
埋

め
立
て
ら
れ
橋
は
姿
を
消
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
J
R
大
阪
駅
の
西
口
に
ほ
ど
近
い

桜
橋
は
江
戸
時
代
、こ
の
あ
た
り
に
は
曽

根
崎
川（
通
称
蜆
川
）が
堂
島
川
の
支
流

と
し
て
流
れ
て
お
り
、こ
れ
を
渡
る
橋
で
し

た
が
、明
治
42
年（
1
9
0
9
）の
キ
タ
の

大
火（
天
満
焼
け
）で
生
じ
た
瓦
礫
の
埋
め

立
て
処
理
に
よ
り
消
滅
。現
在
で
は
桜
橋

交
差
点
と
し
て
の
み
そ
の
名
が
残
って
い
る

だ
け
で
、交
差
点
南
、堂
島
ア
バ
ン
ザ
の
傍

に「
元
桜
橋
南
詰
」の
石
碑
が
あ
り
、こ
こ

に
橋
が
あ
っ
た
こ
と
が
偲
ば
れ
ま
す
。

谷
町
筋　

　

御
堂
筋
と
並
ぶ
大
阪
市
内
の
重
要
路

線
で
あ
り
、上
町
台
地
を
縦
断
し
て
い
ま

す
。こ
の
谷
町
筋
周
辺
は
江
戸
初
期
の
城

下
町
。北
部
は
武
家
屋
敷
が
軒
を
連
ね
て

い
ま
し
た
が
、明
治
維
新
後
は
軍
事
施
設

が
置
か
れ
、現
在
の
官
庁
街
の
土
台
と
も

な
って
い
て
、そ
れ
に
伴
い
谷
町
筋
沿
い
に

は
軍
需
に
応
じ
た
既
製
服
の
製
造
業
者

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

安
堂
寺
町
あ
た
り
に
は
金
属
製
品
、機

械
部
品
、工
具
類
を
扱
う
業
者
が
、南
部

は
江
戸
時
代
か
ら
寺
町
と
し
て
整
備
さ
れ

て
お
り
、ま
た
こ
の
道
路
は
地
下
鉄
谷
町

線
工
事
と
同
時
に
整
備
が
行
わ
れ
、昭
和

43
年
に
完
成
し
て
い
ま
す
。

松
屋
町
筋

　

江
戸
時
代
か
ら
あ
っ
た
町
名
で
、現
在

で
は
雛
人
形
や
五
月
人
形
な
ど
、玩
具
と

駄
菓
子
の
問
屋
が
立
ち
並
び「
ま
っ
ち
ゃ

ま
ち
す
じ
」と
呼
ば
れ
る
、市
民
に
親
し
ま

れ
て
い
る
道
路
で
す
。
昭
和
７
年

（
1
9
3
2
）、大
阪
市
第
１
次
都
市
計
画

事
業
に
よ
っ
て
3.3
間
幅
か
ら
13
間
幅（
23.4

ｍ
）へ
と
広
げ
ら
れ
た
拡
張
工
事
に
よ
り
、

天
神
橋
よ
り
天
王
寺
公
園
北
口
、逢
坂
ま

で
開
通
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
こ
の
ほ
か
に
大
阪
市
内
の
西
側

を
走
る
、な
に
わ
筋
、新
な
に
わ
筋
は
戦

後
の
路
線
計
画
に
よ
り
建
設
、開
通
し
て

い
ま
す
。

知
っ
て
は
り
ま
っ
か
大
阪
○

連

載

筋
と
呼
ば
れ
る
幹
線
道
路

株
式
会
社
松
村
善
進
堂

松
村　
英
二

59

浪花百景「四ツ橋」芳瀧画

こ
に
し
ら
い
ざ
んし

じ
み
が
わ

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
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か
み
つ
な
ぎ
ば
し

し
も
つ
な
ぎ
ば
し



（順不同）

暑中誌上名刺交換会暑中誌上名刺交換会
（順不同）

南睦・西和支部

西ブロック

天親・生栄・東大阪・団地

東 ブロック

南親・摂陽・堺

南 ブロック

北支部・東支部

北 東ブロック

福島・北親支部

北ブロック

東和支部

中 央ブロック

その他 御協賛会社
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株式会社コンパス
大阪市北区天神西町 7-8〒530-0045
http://www.584.co.jp

引き出しの多い印刷会社です。

たゆまぬ研究と品質管理で
高品質な製品をお届けします

高性能ＵＶ印刷用インキローラ

ゴムローラのインキ転移性とゴム劣化性を従来品より大幅に
改善することにより、高品質な印刷物が安定して得られます。
また長期間使用できますのでコスト削減も可能です。

アバントＵＶシリーズ

（順不同）

暑中誌上名刺交換会
（順不同）

暑中誌上名刺交換会

殿  岡  治  樹

堀　 之　 内　　　 薫
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組合が変わる・会社が変わる・
あなたが変える！

主役は、そう、あなたです！

7 月からの例会はすごい。
儲けるためのメニューがメガ盛り、
いっぱい食べて強くなろう。

でもあなたが参加しないと
何も変わりません。

7月13日［水］ 日時：平成28年

太閤園 2階 「ゴールデンホール」 場所：

17：00～20：00

第1回 組合員例会
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（順不同）著名営業案内
（株）NPCコーポレーション

北区天満1-9 -19
TEL.6351-7271
FAX.6352-7479

青 葉 印 刷（株）

都島区中野町2-10-11
TEL.6351-5428
FAX.6351-5299

邨田印刷紙器（株）

福島区鷺洲2-5-30
TEL.6451-1051
FAX.6451-3386

寿 印 刷（株）

西淀川区歌島1-4-4
TEL.6471-3434
FAX.6472-9840

カンナル印刷（株）

淀川区十三本町3-4-23
TEL.6303-7400
FAX.6301-2999

富士精版印刷（株）

淀川区西宮原2-4-33
TEL.6394-1181
FAX.6394-1199

カキモト化工（株）

門真市月出町9-10
TEL.6901-3821
FAX.6905-9248

白石封筒工業（株）

東大阪市高井田中4-1-22
TEL.6789-0018
FAX.6789-0028

キ ハ ラ 工 芸（株）

中央区内淡路町2-1-10 
TEL.6943-7955
FAX.6943-7958

松 本 印 刷（株）

中央区上町1-15-36
TEL.6762-9151
FAX.6762-7292

賛協社レーベル印刷（株）

東成区東中本1-9-4
TEL.6976-0216
FAX.6976-5624

ブラザー印刷（株）

東成区深江南2-8-35
TEL.6972-7781
FAX.6981-0553

サン美術印刷（株）

東成区東今里2-15-30
TEL.6976-0231
FAX.6978-2807

大 兼 印 刷（株）

天王寺区清水谷町15-20
TEL.6762-4131
FAX.6762-5815

（株） 一 心 社

天王寺区大道1-14-15
TEL.6771-1121
FAX.6772-6970

グラフィックアーツ大阪（株）

東大阪市菱屋西6-2-23
TEL.6789-1001
FAX.6789-1009

大阪印刷工業（株）

八尾市若林町2-114
TEL.072-949-3777
FAX.072-949-6843

（株）美 生 社

西成区出城1-7-4
TEL.6647-8555
FAX.6647-3176

（株）ケーエスアイ

西成区南津守7-15-16
TEL.6652-8000
FAX.6652-8894

奥 村 印 刷（株）

阿倍野区王子町1-11-17
TEL.6624-8111
FAX.6624-1773

岩 岡 印 刷（株）

住之江区中加賀屋4-2-10
TEL.6685-5221
FAX.6685-5634

昌 和 印 刷（株）

平野区瓜破南2-4-138
TEL.6707-1051
FAX.6790-4072

ウ エ ノ（株）

淀川区西中島7-4-17
TEL.6301-1555
FAX.6301-1557

www.sansei-int.co.jp

〒550-0015
大阪市西区南堀江1-1-14  四ツ橋中埜ビル6階
TEL（06）6532-8811

株式会社サンセイ
四ツ橋オフィス

労務
相談 【ストレスチェックについて】【残業時間】【就業規則】等

7／22（金）、8／5（金）、8／26（金）

【消 費 税】【税　金】等
8／9（火）、9／8（木）税務

相談

法律
相談

お申し込み・お問い合わせ
大印工組事務局

◉労務相談（10：00～12：00、13：00～16：00）
　50分／1人、 先着5名／各開催日
　申込締切：開催日の１週間前

◉税務・法律相談（13：00～17：00）
　60分／1人、 先着4名／各開催日
　申込締切：開催日の２日前

大阪印刷会館にて開催
予約制

TEL.０６-６３５３-３０３５
info@osaka-pia.or.jp

各種相談のご案内無料！
ぜひともご利 用ください！

労務顧問の中尾文彦先生にご相談ください。

税務顧問の森田昌宏先生にご相談ください。

【版　権】【著 作 権】【Ｍ＆Ａ】等
8／10（水）、9／21（水）
法律顧問の佐古祐二先生にご相談ください。
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お問い合わせ先 大印工組 事務局 TEL.06-6353-3035

〈納入規定〉
A4サイズ以下 + 1点 200g以内
※複数枚のDMであってもホチキス止め
　などしてあれば、1点とみなします。
※内容等によっては、お受けできない場合
　があります。

1点 20gまで  ＠100円 × 組合員数
21～100g ＠200円　　101～200g ＠300円

※到着日は前後する場合があります。

PRI・Oの「パケットサービス」
大印工組 広報誌

貴社のDMを同封、会員企業に届けます！
約 円60,000税込

発送月の
前月末日までに
貴社DMを
事務局へ納入

大印工組
事務局へ
お申し込み

貴社DMを
PRI・Oに同封

毎月15日ごろ
貴社DMが
会員企業に到着
※到着日は前後する場合があります。




